
プールで水遊び（７／２野木幼稚園）　　　　　　　　　　　　　　

　　

　　 町からのお知らせ

　　・町営墓地使用者募集のお知らせ

　　・町敬老会のお知らせ

　　・平成２６年度生活習慣病健診のお知らせ

第３８回野木町文化祭参加者募集

町の人事行政運営等の状況を公表します

広 報 の ぎの ぎｗｗｗ.ｔｏｗｎ.ｎｏｇｉ.lg.ｊｐ

水と緑と人の和でうるおいのあるまち ………… 野木町

Vol.５１５

2014

… ９

… ９

…１２・１３

　

…２・３

広報連絡委員レポート「葛飾坂東観音霊場巡り」

シリーズ野木町のごみ処理㉝
「不法投棄一斉監視について」

町の人口

第 １ 期

 
全 期

固 定 資 産 税

 
軽 自 動 車 税

７月１日現在
人口 男 １ ２，６ ０ ８ 人

女 １ ２，８ ０ ５ 人
計 ２ ５，４１３ 人

世帯数   ９，４ ９ ２   

町の人口

今月の納期
町 県 民 税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者
医療保険料

第２期

第２期

第２期

第２期

…４〜６

…３３

小山広域保健衛生組合からのお知らせ …３４・３５

※６月１日から新しいＵ Ｒ Ｌ

になりました。

…３３



祭 参加者募募

１ ０ 月 １ ８ 日(土)　１ ８ 時 ３ ０ 分～ ２ １ 時 ３ ０ 分　《体育センター》ダンスパーティー

開
催
期
日

１０月 １ ９ 日(日)　 ９ 時 ３ ０ 分～ １ ６ 時　《エニスホール》音 楽 会

１ ０ 月１９日(日)　９時 ３ ０ 分～　《町公民館》将 棋 大 会

１ ０ 月 ２ ４ 日(金)、 ２ ５ 日(土)、 ２ ６ 日(日)※華道は １ ０ 月 ２ ５ 日(土)、 ２ ６ 日(日)
 ９ 時～ １ ６ 時　《体育センター・町公民館・郷土館》

展 示 発 表 会

１ ０ 月 ２ ４ 日(金)、２ ５ 日(土)、２ ６ 日(日)９時～１ ６ 時　《町公民館》茶　 　 会

１０月１９日(日)、２４日(金)、２５日(土)、２ ６日(日)、１１月３日(月) 
９時～１５時　《エニスホール・役場駐車場　他》

模 擬 店 等

１０月２６日(日)　１３時～１５時　《エニスホール》映 画 会

１１月３日(月)　９時～１６時　《エニスホール》芸 能 発 表 会

１１月３日(月)　１１時～　《エニスホール》式　 　 典

１１月３日(月)　９時３ ０分～　《町公民館》囲 碁 大 会

(２)

募集要項
【募集期間】　８月１日（金）から８月２ ５日（月） １ ７ 時まで（土日を含む）
　　　　　　 ※期間厳守
【募集内容】　各募集規定による　
【参加資格】　町在住在勤者
【申込用紙】　芸能発表・音楽会・展示発表・各種催物の申込用紙は町公民館
　　　　　　にあります。
　　　　　　※申込用紙には必ず電話番号を記入してください。
【申込・問い合わせ先】 生涯学習課　撒（57）4188

各種催物
出店数出店規定部　門

出店数により調整団体・サークルで申し込む（茶会打ち合わせ会で協議）茶　 会

出店数により調整団体・サークルで申し込む（模擬店等打ち合わせ会で協議）模 擬 店 等

※映画会・ダンスパーティー・囲碁・将棋大会は各運営部会ごとに、募集要項、実施要領等を 
　作成し、募集及び諸調整を行い、募集する。
※文化祭の趣旨に鑑み、模擬店でのＰＲ（チラシの配布等）を禁止する。



野木町文化第３8回

(３)

芸能発表会音楽会
（募集規定）

１．野木町文化協会に所属している団体・サークルは、その所属している専門部長（理事）へ申込み、

　部門ごとの出演順を記入し、取りまとめて、生涯学習課へ代表して申し込むこと。

２．野木町文化協会に所属していない団体サークルは、生涯学習課へ申し込む。ただし、運営委員会

　において協議の上、参加を決定する。なお、個人での参加申し込みは、受付けません。

３．出演持ち時間(出入り･準備含む)は、 

　１曲５分以内とする。（ただし、団体の出 

　演持ち時間内での調整は差し支えない。）

民踊舞踊・民謡・詩吟・民族舞踊・その他
　　　　　　　　　　　　　　…３９０分

３．出演持ち時間(出入り･準備含む)は、以下のとおりと 

　する。

吹奏楽団・オーケストラ　　　　…１団体３０分以内
楽器演奏（洋楽・邦楽・その他）…１団体１５分以内
合唱（コーラス）　　　　　　  　…１団体１５分以内
歌謡　　　　　　　　　　　　　…１団体２０分以内

４．芸能発表会に参加する団体・サークル 

　は、音楽会には参加できません。

４．音楽会に参加する団体・サークルは、芸能発表会に

　は参加できません。

５．参加料　無料　

６．音楽会参加者打合せ会を９月４日（木）、芸能発表会参加者打合せ会を９月５日（金）１ ９ 時から

　町公民館にて行いますので、必ず出席してください。

※申し込み締切り後、予定時間（ ３ ９ ０ 分）をこえた場合は、野木町文化協会に所属している団体・サークルを優先 

　し、野木町文化協会に所属していない団体・サークルは運営委員会において抽選を行い、調整する。

　（※８月 ２ ７日 （水）に抽選会を行い、その結果を送付します。）

展示発表会
（募集規定）

・申込数は､１部門につき１人１点とする。  部門内の複数の申込みは出来ません。

・参加者打合せ会を９月９日(火) １ ９ 時から町公民館にて行いますので、必ず出席してください。

・参加者は、当日の運営のお手伝いをお願いします。

出　品　物　規　定部 門

自作に限る華 道

短冊・色紙・額・条幅・枠張・仮巻で自筆のものに限る。書 道

短冊・色紙で自筆のものに限る文 芸

自作に限る工 芸

パネル・額等（自撮影に限る）４ツ切・半切・全紙写 真

自作に限る　絵画：額３号～ ２ ０ 号まで美 術

青少年関係団体、女性関係団体等で自主的にサークル活動をしていて、 

上記の部門に属さないもの。

そ の 他
一般サークル各種団体

※ 額を使用する場合、原則アクリル板とする。



　

野
木
町
の
規
定
に
基
づ
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、
平
成

　

年
度
の
野
木
町
の
職
員
人
事
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政

２５等
に
つ
い
て
、
お
知
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せ
し
ま
す
。

轄１
 

職
員
の
任
免
及
び
職
員
数
に
関
す
る
状
況

産
職
員
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
選
考

に
よ
る
任
用
と
競
争
試
験
に
よ
る
任

用
が
あ
り
ま
す
。

【
選
考
に
よ
る
任
用
】

・
係
長
以
上
の
職
又
は
こ
れ
に
相
当

　

す
る
も
の
と
町
長
が
認
め
る
職

・
単
純
な
労
務
職
（
運
転
手
、
用
務

　

員
等
）

・
法
令
上
の
資
格
若
し
く
は
技
能
等

　

を
必
要
と
す
る
職
（
保
健
師
、
栄

　

養
士
等
）

【
競
争
試
験
に
よ
る
任
用
】

・
競
争
試
験
は
小
山
ブ
ロ
ッ
ク
市
町

　

等
職
員
採
用
試
験
事
務
共
同
実
施

　

協
議
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

・
選
考
に
よ
り
任
用
す
る
職
以
外
の

　

職
（
事
務
職
等
）

【
採
用
試
験
の
実
施
状
況
】

　
（
平
成　

年
度
実
績
）

２５

産
職
員
数
の
状
況

【
職
名
別
職
員
の
状
況
】

　
（
平
成　

年
４
月
１
日
）

２５

【
年
齢
階
層
別
職
員
の
状
況
】

　
（
平
成　

年
４
月
１
日
）

２５

産
職
員
数
・
定
員
管
理
の
状
況

轄２
 

職
員
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
の
状
況

①
人
件
費
の
総
額（
平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
）

２５

②
一
般
職
員
給
与
費

　
（
平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
）

２５

（各年４月１日現在）【部門別職員数の状況】

主な増減理由
対前年
増減数

職　員　数
区 分部　門

２５年度２４年度

０３３議 会

一　

般　

行　

政　

部　

門

普　

通　

会　

計　

部　

門

公共交通業務移管(▲１)その他(▲１)△ ２４７４９総 務

０１４１４税 務

０００労 働

０１０１０農 水

０３３商 工

公共交通業務移管(１)１１４１３土 木

保育管理業務縮小(▲１)その他(▲１)△ ２１５１７民 生

育休対応のための補充(１) １１６１５衛 生

△ ２１２２１２４小 計

０３５３５教育部門

０００消防部門

△ ２１５７１５９小 計

０４４水 道会
計
部
門

公
営
企
業
等

０７７下 水 道

 ０９９そ の 他

 ０２０２０小 計

△ ２１７７１７９
合 計

[０][２３８][２３８]

１　２５年度地方公共団体定数管理調査による。
２　職員数は一般職に属する職員数（教育長含む）である。
３　〔　〕内は、条例定数の合計である。

（注）

構成比人　数年　齢

０．０ ％０ 人１９ 歳以下

１７．６ ％３１ 人
２０ 歳以上
２９ 歳以下

２１．０ ％３７ 人
３０ 歳以上
３９ 歳以下

２３．３ ％４１ 人
４０ 歳以上
４９ 歳以下

３８．１ ％６７ 人
５０ 歳以上
５９ 歳以下

１００．０ ％１７６ 人合　計

構成比職員数組織上名

１０．８ ％１９ 人課 長 級

１３．１ ％２３ 人課 長 補 佐

９．７ ％１７ 人係 長

２９．５ ％５２ 人主 任

１１．４ ％２０ 人主 査

１４．２ ％２５ 人主 事

０．６ ％１ 人主 事 補

１．７ ％３ 人保 健 師

２．８ ％５ 人用 務 員

２．８ ％５ 人運 転 手

３．４ ％６ 人給 食 調 理 員

１００．０ ％１７６ 人合 計

一　

般

行
政
職試

験
区
分

一　

般

事　

務

５０

人

受
験
者

９

人

最
終
合
格
者

 【
平
成　

年
度
】 町
の
人
事
行
政
運
営
等
の

２５

状
況
を
公
表
し
ま
す 　
問
総
合
政
策
部
総
務
課

撒（　

）４
１
５
８

５７

人件費率人件費歳出額

人　　口
平成２５年
３月３１日
現　　在

１９．７％１，３９２，６８８
千円 

７，０６１，５０８
千円

２５，４３７人

※人件費には、一般職員のほか町長等
特別職、議会議員、各種行政委員会
等の特別職に支給される給料、報酬
等が含まれています。

５２５， ０８２千円給　　料

１０９， ６２２千円職員手当

２０５， ２１１千円
期 末
勤 勉
手 当

８３９， ９１５千円合　　計

町の人事行政運営等の状況

(４)



③
特
別
職
報
酬
、
手
当

　
（
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
）

２５

④
平
均
給
料
月
額
及
び
平
均
年
齢

　
（
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
）

２５

　

⑤
職
員
の
初
任
給

　
（
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
）

２５

⑥
職
員
の
経
験
年
数
別
・
学
歴
別
給
料
月
額

　
（
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
）

２５

　

⑦
一
般
行
政
職
の
級
別
職
員
数
の
状
況

　
（
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
）

２５

　
※　

年
度
公
務
員
給
与
実
態
調
査
に

２５

　

よ
る
。

⑧
職
員
の
手
当
状
況

　
（
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
）

２５

⑨
勤
務
時
間
の
状
況

・
始
業
終
業
時
間

　

８
時　

分
～　

時　

分

３０

１７

１５

※
勤
務
の
特
殊
性
が
あ
る
場
合
は
、

　

別
に
勤
務
時
間
を
定
め
ま
す
。

・
休
憩
時
間　
　

時
～　

時

１２

１３

⑩ 
年
次
有
給
休
暇

・
一
の
年
度
に
お
い
て
、　

日
以
内

２０

・
取
得
状
況

　
　

…
平
均
使
用
日
数
８
・
２
日

⑪
特
別
休
暇

【
概
要
】特
別
休
暇
は
、
選
挙
権
の
行

使
、
結
婚
、
出
産
、
忌
引
、
交
通
機

関
の
事
故
そ
の
他
特
別
の
事
由
に
よ

り
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
と
認
め

ら
れ
る
休
暇

平　均
年　齢

平均給料
月 額

区　　分

４３． ６ 歳３３０， ７６１円
一般行政職
（事務職員、
  技術職員）

５１． ４ 歳２７２， ９００円
技能労務職
（運転手、
  調理員）

支 給 額区 分

１ ７ ２，２ ０ ０ 円
大
学
卒

一

般

行

政

職
１ ４ ０， １ ０ ０ 円

高
校
卒

１ ３ ７，２ ０ ０ 円

高

校

卒

技
能
労
務
職

経験年数
２ ０ 年

経験年数
１ ５ 年

経験年数
１ ０ 年

区 分

３ ５ ７ ，８ ３ ３ 円３ ２ ２ ，５ ０ ０ 円２ ６ ８ ，９ ３ ３ 円

大

学

卒

一

般

行

政

職

高

校

卒

構成比職員数標準的な職務区分

８ ．５ ％１ １ 人主事・技師・主事補・技師補１級

７ ．７  ％１ ０ 人主 事 ・ 技 師２級

１ ０ ．８ ％１ ４ 人主 査３級

４ ３ ．１ ％５ ６ 人係 長 ・ 主 任４級

１ ６ ．１ ％２ １ 人係 長 ・ 課 長 補 佐５級

１ ３ ．８ ％１ ８ 人課 長６級

給 料 月 額 等区 分

７０２， ０００円 （△１０%）町 長
給料

５８９， ０００円 （△５%）副町長

３５０， ０００円議 長

報酬 ２８０， ０００円副議長

２６０， ０００円議 員

１． ４０月分

１． ５５月分

６月期

１２月期

町 長

期末

手当

副町長

２． ９５月分計

１． ４０月分

１． ５５月分

６月期

１２月期

議 長

副議長

議 員

２． ９５月分計

内　　　　　　　　　　容区　分

１ ３ ，０ ０ ０ 円　　
６ ，５ ０ ０ 円　　
６ ，５ ０ ０ 円　　
　５ ，０ ０ ０ 円加算

配偶者
第２子まで
その他の扶養親族
１ ６ 歳から ２ ２ 歳の子１人につき

扶 養 手 当

運賃相当額
２灼以上 ２ ，０ ０ ０ 円から

公共交通機関利用
自家用車など利用通 勤 手 当

家賃に ２ ７ ，０ ０ ０ 円以内借　家住 居 手 当

勤勉手当期末手当支　給　月

期末勤勉手当
０ ．６ ７ ５ 月分
０．６ ７ ５ 月分
１ ．３ ５　 月分

１ ．２ ２ ５ 月分
１ ．３ ７ ５ 月分
２ ．６ ０　 月分

６ 月期
１ ２ 月期
計　

職制上の段階、勤務の級等による加算措置があります。

勧奨・定年自己都合勤続年数

退 職 手 当

２ ８ ．７ ９ 月分
３ ８ ．９ ６ 月分
５ ５ ．８ ６ 月分
５ ５ ．８ ６ 月分

２ ３ ．０ ３ 月分
３ ２ ．８ ３ 月分
４ ６ ．５ ５ 月分
５ ５ ．８ ６ 月分

２ ０ 年
２ ５ 年
３ ５ 年

最高限度額

定年前早期退職特別措置があります。

１ ．９ ％職員全体に占める手当支給職員の割合

特殊勤務手当 １ ６ ０ 千円支給総額

４手当の種類（手当数）

６ ４ ，０ ５ ２ 千円支給総額
２ ５ 年度

時 間 外 手 当
４ ０ ５ 千円職員１人当たり支給年額

６ ３ ，０ ７ ３ 千円支給総額
２ ４ 年度

３ ８ ９ 千円職員１人当たり支給年額

町の人事行政運営等の状況

(５)



⑫
育
児
休
業
及
び
部
分
休
業

【
概
要
】子
を
養
育
す
る
職
員
の
継
続

的
な
勤
務
を
促
進
し
、
職
員
の
福
祉

を
増
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
の
円

滑
な
運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
制
度

・
育
児
休
業
利
用
状
況
…
９
人

（
生
後
３
年
に
達
し
な
い
子
を
養
育

　

し
て
い
る
職
員
）

・
部
分
休
業
利
用
状
況
…
な
し

（
３
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
し
て

　

い
る
職
員
が
復
職
し
た
場
合
に
取

　

得
で
き
る
・
勤
務
し
な
い
時
間
給

　

与
減
額
）

⑬
介
護
休
暇

【
概
要
】職
員
が
配
偶
者
、
父
母
、
子
、

配
偶
者
の
父
母
の
負
傷
、
疾
病
又
は

老
齢
に
よ
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に

支
障
が
あ
る
も
の
の
介
護
で
、
勤
務

し
な
い
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る

場
合
で
、
そ
の
勤
務
し
な
い
時
間
に

つ
き
給
与
減
額
を
す
る
制
度

・
取
得
状
況
…
な
し

⑭
病
気
休
暇

【
概
要
】職
員
が
負
傷
又
は
疾
病
の
た

め
療
養
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
で
、

そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

・
医
師
等
の
証
明
書
が
必
要
な
病
気

　

休
暇
取
得
状
況
…
８
人

轄３
 
職
員
の
分
限
処
分
及
び
懲
戒
処
分
の
状
況

茨
分
限
処
分

【
概
要
】地
方
公
務
員
法
第　

条
第
３

２８

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
の
意
に

反
す
る
降
任
、
免
職
、
休
職
を
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
制
度

・
処
分
状
況
…
２
人

芋
懲
戒
処
分

【
概
要
】地
方
公
務
員
法
第　

条
第
４

２９

項
の
規
定
に
基
づ
き
、戒
告
、減
給
、

停
職
及
び
免
職
の
処
分
を
す
る
制
度

・
処
分
状
況
…
１
人

轄４
 

職
員
の
服
務
の
状
況

茨
服
務
規
律
の
概
要

　

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
公
共
の

利
益
の
た
め
に
勤
務
し
、
誠
実
か
つ

公
正
に
職
務
に
専
念
す
る
規
律

芋
服
務
規
律
の
確
保
の
た
め
に

・
地
方
公
務
員
と
し
て
相
応
し
い
接

　

客
等
を
行
う
た
め
に
野
木
町
職
員

　

接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
実
施

・
野
木
町
人
材
育
成
基
本
方
針
の
実

　

施

轄５
 
職
員
の
研
修
及
び
勤
務
成
績
の
評
定
の
状
況

茨
研
修
の
実
施
状
況

芋
勤
務
成
績
の
評
定
の
実
施
状
況

　

野
木
町
人
材
育
成
基
本
方
針
の
中

の
人
事
評
価
制
度
に
基
づ
き
、
平
成

　

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

１８轄６
 
職
員
の
福
祉
及
び
利
益
の
保
護
の
状
況

茨
職
員
の
健
康
の
保
持
増
進
対
策

・
健
康
診
断

　

一
般
健
康
診
断
・
が
ん
検
診

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施

芋
労
働
安
全
衛
生
に
関
す
る
事
項

・
野
木
町
職
員
安
全
衛
生
管
理
委
員

　

会
の
設
置

鰯
災
害
補
償
の
実
施
状
況

【
概
要
】地
方
公
務
員
法
第　

条
第
１

４５

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
が
公
務

に
よ
り
死
亡
、
負
傷
若
し
く
は
疾
病

し
、
ま
た
は
障
害
状
態
に
な
っ
た
場

合
に
お
い
て
、
補
償
す
る
制
度

・
認
定
件
数
…
な
し

允
職
員
互
助
会
へ
の
補
助
の
実
施
状
況

・
職
員
互
助
会
が
実
施
す
る
職
員
の

　

福
利
厚
生
事
業
に
対
し
、
１
人
当

　

た
り
２
千
円
の
補
助
を
し
て
い
ま

　

す
。

轄７
 
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
状
況

　

係
属
事
案
は
な
く
、　

年
度
に
新

２５

た
な
措
置
要
求
は
な
か
っ
た
。

轄８
 
不
利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
し
立
て
の
状
況

　

係
属
事
案
は
な
く
、　

年
度
に
新

２５

た
な
不
服
申
し
立
て
は
な
か
っ
た
。

町の人事行政運営等の状況

 広 告 募 集 中

「広報のぎ」に掲載する有料広告を募集します。
　

　モノクロ１段枠（横 １ ７ ５ ㎜×縦４ ０ ㎜）１ ６ ,０ ０ ０ 円／月

　モノクロ半段枠（横 　８ ５ ㎜×縦４ ０ ㎜） 　 ８ ,０ ０ ０ 円／月
　

　※ この記事のサイズが「半段枠」です。
　※ 審査の結果、掲載できない場合があります
　※ 詳しいことはお問い合わせください。
　

問政策課撒（ ５ ７ ） ４ １ ３ ４　

そ
の
他

栃
木
県
市
町
村
職
員
研
修
協
議
会
研
修

小
山
地
区
職
員
研
修
協
議
会
研
修

区分

２ ３ ８２ ５９ ８
受講者数

（人）

(６)



「
修
学
旅
行
雑
感
」           

 　
　
　
　
　
　

校
長　

栗
林　

孝

　

修
学
旅
行
も
今
年
で
十
三
回
目

と
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
京
都
奈

良
の
神
社
仏
閣
を
巡
っ
て
い
る
と

思
い
浮
か
べ
る
詩
が
あ
り
ま
す
。

　

一
昨
年
、
前
任
校
の
修
学
旅
行

で
、
大
徳
寺
の
大
仙
院
に
久
し
ぶ

り
に
行
き
ま
し
た
。
ま
だ
修
学
旅

行
に
班
別
行
動
が
取
り
入
れ
ら
れ

剣
道
男
子　
　
　
 
田
村 　
 
新 

た
む
ら 

あ
ら
た

　

私
た
ち
男
子
剣
道
部
は
、
少
な

い
人
数
で
す
が
日
々
た
く
さ
ん
の

先
生
の
ご
指
導
の
下
関
東
・
全
国

大
会
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ま
す
。

　

剣
道
女
子　
　
　
 
針
谷 　
 
育
世 

は
り
や 

い
く
よ

　

私
た
ち
は
八
人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
春
季
大
会
で
は
、
県
大
会

出
場
も
果
た
し
ま
し
た
。
一
つ
で

も
上
に
行
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

弓
道
男
子　
　
　
 
須
田 　
 
昌
樹 

す
だ 

ま
さ
き

　

男
子
弓
道
部
は
、
一
年
生
を
含

め
、
十
四
人
で
毎
日
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
支
部
大
会
優
勝
し
、

県
大
会
出
場
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

弓
道
女
子　
　
　
 
仙
波 　
 
奈
緒 

せ
ん
ば 

な
お

　

私
達
は
、
関
東
出
場
を
目
標
に

部
員
全
員
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
支
部
大
会
は
団
体
で
優
勝
し

ま
し
た
。

　

吹
奏
楽　
　
　
　
 
上
原 　
 
瑞
貴 　

う
え
は
ら 

み
ず
き

　

吹
奏
楽
部
は
、
毎
年
コ
ン
ク
ー

ル
や
町
の
お
祭
り
で
演
奏
し
て
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
楽
し
ん

で
く
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

文
芸　
　
　
　
　
 
片
野 　
 
司 

か
た
の 

つ
か
さ

　

私
た
ち
文
芸
部
は
、
自
分
で
考

え
た
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
な
ど
も

し
て
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

本
気
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

水
泳
女
子　
　
　
 
中
村 　
 
真
弥 

な
か
む
ら 

ま
や

　

私
達
女
子
水
泳
部
は
、
関
東
大

会
出
場
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て

辛
い
日
々
の
練
習
を
仲
間
と
共
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　
 
渡
邉 　
 
由
奈 

わ
た
な
べ 

ゆ
う
な

　

私
た
ち
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、

今
年
、
県
大
会
出
場
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
試
合
も
、

あ
き
ら
め
ず
戦
っ
て
い
き
ま
す
。

　

卓
球
男
子　
　
　
 
鈴
木 　
 
康
太 

す
ず
き 

こ
う
た

　

私
た
ち
男
子
卓
球
部
は
新
人
戦

で
団
体
で
県
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

練
習
を
頑
張
り
ま
す
。

　

卓
球
女
子　
　
　
 
大
森 　
 
彩
加 

お
お
も
り 

あ
や
か

　

女
子
卓
球
部
は
、
春
に
支
部
大

会
の
団
体
戦
で
準
優
勝
を
し
ま
し

た
。
後
輩
達
に
は
、
更
に
上
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

柔
道
男
子　
　
　
 
西
本 　

き
よ
し

に
し
も
と

　

私
は
最
後
の
大
会
を
自
分
な
り

に
プ
レ
イ
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

高
校
で
も
柔
道
を
や
り
、
良
い
成

績
を
収
め
た
い
で
す
。

柔
道
女
子　
　
　
 
瀬
下 　
 
真
由 

せ
し
も 

ま
ゆ
う

　

私
達
女
子
柔
道
部
は
明
る
く
元

気
な
部
で
す
。
三
人
と
い
う
少
人

数
で
す
が
、
練
習
を
し
て
強
く
な

ろ
う
と
励
ん
で
い
ま
す
。

習
に
励
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

野
球
部　
　
　
　
 
寺
内 　
 
匠 

て
ら
う
ち 

た
く
み

　　

私
た
ち
野
球
部
は
常
笑
野
球

で
頑
張
っ
て
き
て
、
良
い
結
果
を

残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
高

の
仲
間
に
感
謝
。

　

テ
ニ
ス
男
子　
　
 
齋
藤 　
 
親 

さ
い
と
う 

し
ん

　　

僕
た
ち
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
は
先
輩
と
後
輩
の
仲
が
良
く
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
一
回
で

も
多
く
勝
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。

　

テ
ニ
ス
女
子　
　
 
右
井 　
 
絢
香 

う
い 

あ
や
か

　　

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
で
は
、

一
つ
一
つ
の
練
習
を
悔
い
の
残
ら

な
い
試
合
に
す
る
た
め
全
員
が
真

剣
に
部
活
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ハ
ン
ド
男
子　
　
 
信
田 　
 
優
馬 

し
の
だ 

ゆ
う
ま

　

私
た
ち
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

は
関
東
大
会
ベ
ス
ト
３
を
目
標
に

日
々
の
辛
い
練
習
を
部
員
み
ん
な

で
助
け
合
い
乗
り
越
え
て
い
ま
す
。

　

ハ
ン
ド
女
子　
　
 
阿
久
津 　
 
祐
子 

あ
く
つ 

ゆ
う
こ

　　

私
達
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

は
、
県
総
合
体
育
大
会
で
頑
張
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
優

勝
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

水
泳
男
子　
　
　
 
中
田 　
 
夏
哉 

な
か
だ 

な
つ
や

僕
た
ち
水
泳
部
は
速
く
速
く
速

く
泳
ぐ
た
め
、
毎
日
練
習
し
て
い

ま
す
。
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で

て
い
な
い
頃
、
ク
ラ
ス
で
よ
く
こ

の
寺
を
訪
れ
、
住
職
の
尾
関
宋
園

さ
ん
か
ら
お
話
を
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。
ず
い
ぶ
ん
お
年
は
召
し

た
も
の
の
ご
壮
健
で
い
ら
っ
し
ゃ

っ
た
の
に
は
驚
き
と
感
動
を
覚
え

ま
し
た
。
当
時
の
事
な
ど
を
お
話

し
す
る
と
、
大
変
懐
か
し
が
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
売
店
で
「
気
は
長

く
心
は
丸
く
腹
立
て
ず
口
慎
め
ば

命
長
し
」
と
い
う
直
筆
の
短
冊
が

一
万
円
で
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
が

高
額
な
の
で
諦
め
て
大
仙
院
を
後

に
し
ま
し
た
。

　

三
日
間
、
病
人
も
出
ず
、
事
故

も
な
く
、
生
徒
た
ち
が
京
都
・
奈

良
の
歴
史
を
肌
で
感
じ
、
実
り
多

い
修
学
旅
行
に
な
っ
た
こ
と
を
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
　

陸
上
男
子　
　
　
 
舘
野 　
 
玄 

た
て
の 

げ
ん

 　
　
　
　

男
子
陸
上
部
は
、
少
な
い
人
数

で
す
が
大
会
で
い
い
結
果
を
残
せ

る
よ
う
に
毎
日
練
習
を
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

　　

陸
上
女
子　
　
　
 
小
野 　
 
真
由 

お
の 

ま
ゆ

　　

私
達
女
子
陸
上
部
は
県
大
会
、

関
東
・
全
国
大
会
を
目
標
に
毎
日

辛
い
練
習
を
仲
間
と
共
に
励
ま
し

合
い
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー　
　
　
 
石
川 　
 
諒
磨 

い
し
か
わ 

り
ょ
う
ま

　

私
達
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
三
年
と

一
年
で
総
体
を
頑
張
り
ま
し
た
。

一
年
生
に
は
こ
れ
か
ら
も
っ
と
練

「 
甃 
の
う
へ
」

い
し

あ
は
れ
花
び
ら
な
が
れ

を
み
な
ご
に
花
び
ら
な
が
れ

を
み
な
ご
し
め
や
か
に
語
ら
ひ
あ
ゆ
み

う
ら
ら
か
の 
跫
音 
空
に
な
が
れ

あ
し
お
と

を
り
ふ
し
に
瞳
を
あ
げ
て

 
翳 
り
な
き
み
寺
の
春
を
す
ぎ
ゆ
き
な
り

か
げみ

寺
の 
甍 
み
ど
り
に
う
る
ほ
い

い
ら
か

 
廂

 々に

ひ
さ
し
ひ
さ
し

 
風
鐸 
の
す
が
た
し
づ
か
な
れ
ば

ふ
う
た
く

ひ
と
り
な
る

わ
が
身
の
影
を
あ
ゆ
ま
す
る
甃
の
う
へ

　
　
　
　

三
好
達
治
「
測
量
船
」
よ
り

野
木
中
学
校

(７)



　

　
町
で
は
今
年
度
、
各
地
区
に
出
向

き
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
主
に
地
域
の

問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

て
き
た
地
区
懇
談
会
に
加
え
て
、
町

全
体
の
問
題
に
つ
い
て
皆
さ
ま
と

ご
意
見
を
交
わ
す
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
（
町
政
懇
談
会
）
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

対　

象　

野
木
町
在
住
の
皆
さ
ま

申　

込　

不
要　

直
接
会
場
へ

問
総
合
政
策
部
政
策
課
広
報
広
聴
係

　
　

撒（　

）４
１
３
４

５７

(８)

高齢化対策

野
木
町
が
キ
ラ
リ
と
光
り
続
け
る
た
め
に
…

町の施策（高齢化対策）

ふれあいサロン

緊急通報システム

外出支援サービス

日常生活用具の給付

敬老祝金事業

安全・安心見守りネットワーク事業

ホームヘルプサービス　

配食サービス

軽度日常生活支援

老人クラブ活動助成

認知症サポーター養成講座　

日　

時　

８
月　

日
（
土
）

３０

　
　
　
　

開
場
９
時　

分  
３０

　
　
　
　

開
始　

時
１０

場　

所　

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　

野
木
町
の
少
子
高
齢
化
対

　
　
　
　

策
に
つ
い
て

「
野
木
町
の
少
子
高
齢
化
対
策
」に
つ
い
て 

　
　
　
　
　

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　総人口の約獲が高齢者
になり、全国的に高齢化が進んでいます。
　野木町においては、平成２６年４月１日
現在、２５，９７５人の総人口のうち、６５歳以
上の高齢者は６，３１２人となり、２４．３％を占
めています。
　一人暮らしや高齢者のみの世帯が年々
増加するとともに、要介護の認定者数も
増えるといった課題が浮き彫りになり、
それらの対応が不可欠となってきていま
す。

8月30日（土）にエニスホールでタウンミーティングを開催します。
　　　　　たくさんのご来場をお待ちしております。

少子化対策

　少子化が進む日本。一人の女性が
一生に産む子供の平均数が平成２４年に
１．４１となり、平成７２年（２０６０年）には我

が国の総人口は８，６７４万人
になるといわれています。
　少子化の一因としては、経済的負担の
大きさや家庭と仕事の両立の困難さ、育
児についての不安などが挙げられていま
す。
　現在、野木町においては毎年１８０人前
後の新しい命が生まれており、町の人口
は微増ですが、今後の野木町の発展のた
め、皆さまと一緒に考えていきたいと思
います。

町の施策（少子化対策）

こども医療費助成事業

妊産婦医療費助成事業

不妊治療支援事業

若者の出会い応援事業

子育てサロン

育児相談

一時預かり事業

地域子育て支援拠点事業

児童館、児童センター

ファミリーサポートセンター事業

特定保育事業
（短時間就労の一時預かり保育）

休日保育事業

病児・病後児保育事業（自園型）

延長保育事業

学童保育事業

　
地
区
懇
談
会
に
つ
い
て
は
従
来

通
り
、
希
望
す
る
区
に
お
い
て
今
年

度
も
実
施
し
ま
す
。

第
1
回

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す



　

町
で
は
、
敬
老
の
日
を
祝
し
て
敬

老
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日　

時　

９
月
５
日（
金
）

酸
午
前
の
部　
　

時
～

１０

　

野
木
中
学
校
区
の
方

酸
午
後
の
部　
　

時
～

１４

　

野
木
第
二
中
学
校
区
の
方

会　

場　

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

内　

容　

式
典
・
演
芸（
予
定
）

招　

待　

満　

歳
以
上
の
方

７５

　
　
　
　
（
平
成　

年
９
月
１
日
現
在
）

２６

※
案
内
状
は
、
８
月　

日
頃
発
送
予
定
。

２０

※
当
日
ご
来
場
の
招
待
者
の
方
に
は
、

　

お
赤
飯
と
お
ま
ん
じ
ゅ
う
を
お
渡

　

し
し
ま
す
（
代
理
の
方
で
も
大
丈

　

夫
で
す
）。当
日
、
案
内
状
を
必
ず

　

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

敬
老
祝
金

　

平
成　

年
９
月
１
日
現
在
で
野
木

２６

町
に
１
年
以
上
在
住
の
、
満　

歳
、

７７

　

歳
、　

歳
、　

歳
、　

歳
、　

歳
、

８０

８５

８８

９０

９５

　

歳
、
１
０
０
歳
の
方
に
敬
老
祝
金

９９を
お
渡
し
し
ま
す
。

広報のぎ

町からのお知らせ

■

こ

こ

か

ら

抜

き

出

し

て

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

　

な
お
、
有
骨
者
及
び
改
葬
者
の
随

時
募
集
は
、
今
回
の
一
般
使
用
者
の

募
集
に
伴
い
８
月　

日（
月
）～　

月

１８

１０

　

日（
金
）ま
で
中
断
い
た
し
ま
す
。

３１
　

有
骨
者
・
改
葬
者
で
墓
地
使
用
を

希
望
す
る
方
は
、
今
回
の
募
集
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　　

町
営
墓
地
使
用
者
（
一
般
、
有
骨

者
）
の
申
込
み
受
付
を
開
始
い
た
し

ま
す
。

受
付
期
間　
９
月
１
日（
月
）～　

日（
金
）

１２

　
　
　
　
（
土
日
は
除
く
）

受
付
時
間　

８
時　

分
～　

時　

分

３０

１７

１５

対
象
者　

【
町
内
在
住
の
方
】

・
野
木
町
に
１
年
以
上
住
所
を
有
す

　

る
方

・
野
木
町
に
住
所
を
有
す
る
有
骨
者

　

及
び
改
葬
者

【
町
外
の
方
】

・
町
外
の
方
は
一
定
の
条
件
を
有
す

　

る
方
（
町
生
活
環
境
課
に
お
問
い

　

合
わ
せ
下
さ
い
。）

募
集
墓
地　

下
記
表
の
と
お
り

※
な
お
、
募
集
基
数
に
対
し
応
募
基

　

数
が
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り

　

ま
す
。
ま
た
、
有
骨
者
及
び
改
葬

　

者
の
方
は
、
優
先
受
付
を
行
い
ま

　

す
。

申
込
書
配
布
場
所

　

町
生
活
環
境
課（
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）

申
込
書
配
布
時
期　

８
月　

日（
月
）～

１８

有
骨
者
及
び
改
葬
者
随
時
募
集
再
開
時
期

　
　

月
４
日（
火
）～　

１１

広報のぎ

町からのお知らせ

合葬墓地普通墓地芝生墓地

１ ８ 区画５ ５ 区画３ ４区画募集区画数

１ ２ 万円３ １ 万円２ ８万円使用料

５ １ , ４ ２ ０ 円／ ２ ０ 年６ ,１ ７ ０ 円／年６ , １ ７ ０ 円／年管理料

※募集基数は７月４日現在であり、有骨者等の申込みにより減少することが
　あります。
※町外の方の使用料は、表記使用料の１.５倍になります。

【募集基数】

2014

８
町
営
墓
地
使
用
者
募
集
の

お
知
ら
せ

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課
撒（　

）４
１
３
１

５７

町

敬

老

会

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課
撒（　

）４
１
７
３

５７

〈野木町役場〉撒 ０ ２ ８ ０（５ ７）４ １ １ １ （代表）
〈野木町公式ホームページ〉http://www.town.nogi.lg.jp/

(９)



献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課
撒（　

）４
１
７
１

５７

　

血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
一
人
で
も
多
く
の
人
を

救
う
た
め
、
健
康
な
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日　

時　

８
月
７
日（
木
）

　
　
　
　
　

時
～　

時

１０

１２

場　

所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

※
全
血
献
血
の
み
で
す
。
成
分
献
血

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

町
戦
没
者
追
悼
式

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課
撒（　

）４
１
９
６

５７

　

町
で
は
、
先
の
大
戦
に
お
い
て
生

命
を
捧
げ
た
同
胞
を
追
悼
し
、
再
び

こ
の
よ
う
な
不
幸
を
繰
り
返
さ
な
い

こ
と
を
誓
い
、
恒
久
平
和
を
祈
念
す

る
た
め
に
戦
没
者
追
悼
式
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

日　

時　

８
月　

日（
金
）

２２

　
　
　
　

受
付　
　

時
～

１０

　
　
　
　

開
始　
　

時　

分
～

１０

３０

会　

場　

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

参
列
を
希
望
さ
れ
る
方
は
…

産
町
遺
族
会
会
員

　

遺
族
会
地
区
役
員
を
通
し
て
申
し

　

込
み
。

産
会
員
以
外
の
方

　

式
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
な
ど
が
減
額
に

問
町
民
生
活
部
住
民
課
撒（　

）４
１
３
６

５７

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
て
、
次
の

条
件
に
あ
て
は
ま
る
方
に
は
「
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」が
交
付
さ
れ
、

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
が
減
額
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、　

歳
以
上
（　

歳
以
上
で

７０

６５

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
を
含
む
）
で
療
養
病
床
に

入
院
さ
れ
て
い
て
、
次
の
条
件
に
あ

て
は
ま
る
方
に
も
減
額
認
定
証
が
交

付
さ
れ
、
食
費
・
居
住
費
が
減
額
に

な
り
ま
す
。

　

認
定
証
の
交
付
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。
必
要
な
も
の
を
持
っ
て
住
民

課
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

【
条
件
】

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

【
手
続
に
必
要
な
も
の
】

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
印
鑑

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

【
条
件
】

国
民
健
康
保
険
加
入
者
と
世
帯
主
が

市
町
村
民
税
非
課
税

【
手
続
に
必
要
な
も
の
】

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑

８
月
１
日
か
ら

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
が
更
新

問
町
民
生
活
部
住
民
課
撒（　

）４
１
３
６

５７

　　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方
の
医
療

７０

７４

費
は
、
所
得
に
応
じ
て
１
割
、
２
割

ま
た
は
３
割
の
自
己
負
担
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
は
平

成　

年
分
の
所
得
で
負
担
割
合
が
決

２５
ま
り
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
が
７

月
末
ま
で
に
一
人
ひ
と
り
に
郵
送
さ

れ
ま
す
。

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
は
、

窓
口
で
保
険
証
と
新
し
い
受
給
者
証

を
い
っ
し
ょ
に
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

８
月
１
日
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
が
更
新

問
町
民
生
活
部
住
民
課
撒（　

）４
１
３
６

５７

　
　

歳
（
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方

７５
は　

歳
）以
上
の
方
の
医
療
費
は
、
所

６５
得
に
応
じ
て
１
割
ま
た
は
３
割
の
自

己
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
８

月
１
日
か
ら
は
平
成　

年
分
の
所
得

２５

で
負
担
割
合
が
決
ま
り
、
新
し
い
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
７
月

末
ま
で
に
一
人
ひ
と
り
に
郵
送
さ
れ

ま
す
。

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
は
、

窓
口
で
新
し
い
保
険
証
を
見
せ
て
く

だ
さ
い
。

お知らせ

※参考
入院時食事代の標準負担額（１食当たり）

２６０円一般、現役並み所得者

２１０円９０日までの入院
市町村民税非
課税世帯など

１６０円９０日を超える入院

１００円
７０歳以上で世帯全員が市町村民
税非課税、かつ各所得額が０円と
なる世帯に属する方

療養病床に入院されている方の
食費・居住費標準負担額

食　費　４６０円
居住費　３２０円

①一般、現役並み所得者

食　費　２１０円
居住費　３２０円

②市町村民税非課税の世帯に属
　する方

食　費　１３０円
居住費　３２０円

③②のうち世帯全員が所得０円
　の世帯に属する方

食　費　１００円
居住費 　   ０円

④③のうち老齢福祉年金受給者

※食費は１食当たり、居住費は１日当たりの負
　担額です。
※一般、現役並み所得者の食費負担額は入院し
　ている医療機関によって違います。詳しいこ
　とは医療機関にお問い合わせください。

(１０)



国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証

問
町
民
生
活
部
住
民
課
撒（　

）４
１
３
６

５７

　

限
度
額
認
定
証
は
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
が
入
院
や
外

来
診
療
を
受
け
た
場
合
の
医
療
費
の

自
己
負
担
限
度
額
を
病
院
に
示
す
も

の
で
す
。
病
院
に
保
険
証
と
認
定
証

を
見
せ
れ
ば
、
１
ヶ
月
の
窓
口
負
担

額
の
う
ち
、
保
険
診
療
分
の
医
療
費
が

下
記
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

　

自
己
負
担
限
度
額
は
所
得
に
応
じ

て
決
ま
り
ま
す
が
、
８
月
１
日
か
ら
は

平
成　

年
分
の
所
得
が
も
と
に
な
り

２５

ま
す
。
認
定
証
が
必
要
な
方
は
、
８
月

１
日
以
降
に
住
民
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

保
険
証
・
印
鑑

※　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
は
低
所

７０

７５

　

得
者
Ⅰ
・
Ⅱ
の
方
の
み
対
象
で
す
。

※
自
己
負
担
限
度
額
は
１
ヶ
月
（
各

　

月
１
日
～
末
日
）
の
金
額
で
す
。

※
上
位
所
得
者
と
は
基
礎
控
除
後
の

　

所
得
額
が
６
０
０
万
円
を
超
え
る

　

世
帯
の
方
で
す
。

※
過
去　

か
月
の
う
ち
で
自
己
負
担

１２

　

限
度
額
上
限
ま
で
の
支
払
が
４
回

　

目
以
降
の
場
合
、
自
己
負
担
限
度 

　

額
が
下
が
り
ま
す
。

※
差
額
ベ
ッ
ド
代
や
食
事
代
は
自
己

　

負
担
限
度
額
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※
世
帯
に
所
得
を
申
告
し
て
い
な
い

　

方
が
い
る
場
合
、
申
告
し
て
い
た

　

だ
い
た
後
に
判
定
さ
れ
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
て
い
な

　

い
場
合
、
認
定
証
を
交
付
で
き
な

　

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

平
成　

・　

年
度
の
保
険
料
率

２６

２７

問
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　

撒
０
２
８（
６
２
７
）６
８
０
５

　
町
民
生
活
部
住
民
課
撒（　

）４
１
３
６

５７

　　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

率
は
、
２
年
に
一
度
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

平
成　

・　

年
度
の
保
険
料
率
は

２６

２７

下
記
表
の
と
お
り
で
す
。

・
年
間
保
険
料
は
、
均
等
割
額
と
所

　

得
割
額
の
合
計
額
と
な
り
、
個
人

　

ご
と
に
算
定
・
賦
課
さ
れ
ま
す
。

・
年
度
の
途
中
で
被
保
険
者
の
資
格

　

を
取
得
し
た
場
合
の
保
険
料
は
、

　

取
得
し
た
月
か
ら
の
月
割
で
計
算

　

さ
れ
ま
す
。

・
所
得
の
低
い
方
や
こ
れ
ま
で
被
用

　

者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方

　

へ
の
保
険
料
軽
減
措
置
は
、
今
年

　

度
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

お知らせ

４回目以降自己負担限度額世帯区分

８３,４００円
１５０，０００円＋（かかった医

療費－５００，０００円）×１％
上位所得者

４４,４００円
　８０，１００円＋（かかった医

療費－２６７，０００円）×１％
一般

２４,６００円３５，４００円低所得者

外来＋入院（世帯
単位）の限度額　

外来（個人単位）

の限度額　　　
区分

２４,６００円８,０００円
低所得者

衛

１５,０００円８,０００円
低所得者

英

【７０歳未満の方】 【７０歳以上７５歳未満の方】

被保険者全員に等しく負担して

いただくものです
４３，２００円均等割額

被保険者の所得に 応じて負担し

て いただく所得割額を算出する

ために用いる割合です

８．５４％所得割率

年間に賦課される保険料の金額

の上限額です
５７万円賦課限度額

【平成２６・２７年度の保険料率】

町ホームページに掲載するバナー広告を募集します。
　

　１枠当たり：７，０００円／月

　　天地６０ピクセル、左右１２０ピクセル、

　　　　　　　容量８KB以内、形式GIF・JPEG
　

　※ 審査の結果、掲載できない場合があります
　※ 詳しいことはお問い合わせください。

問政策課撒（５７）４１３４　

 広 告 募 集 中

(１１)

※低所得者衛…世帯主及び全ての国保加入者が

　　　　　　　住民税非課税の世帯の方

　低所得者英…世帯主及び全ての国保加入者が

　　　　　　　住民税非課税の世帯の方で、かつ

　　　　　　　世帯全員の所得が０円の世帯の方



（表唄）２６年度健診対象者・内容・料金

料　金内　容　な　ど対　象種　別

３ ０～ ３ ９ 歳… １ ，０ ０ ０ 円

生活保護対象者…無料

★問診・身体計測（身長・体重・ＢＭＩ・腹囲）・

　診察（特定健診に関連した内容）・血圧・血

　液検査（脂質・血糖・肝機能・貧血・腎機能検 

　査）・尿（尿糖・尿蛋白）・眼底検査（個別は除 

　く）・心電図検査

　

（注１）野木町国保、後期高齢者医療の人

　間ドック助成を利用した方は、特定健診、

　後期高齢者健診の対象外となります。

産 ３ ０ 歳～ ３ ９ 歳（Ｓ５ ０ . ４ . １ ～Ｓ６ ０ . ３ . ３ １

　生まれ）の方

産 ３ ０ 歳以上（Ｓ６ ０ . ３ . ３ １ 以前生まれ）

　の生活保護対象者

基 本

健 診

４ ０ ～ ６ ９ 歳… ５ ０ ０ 円

７ ０  歳以上…無料

４０歳～７４歳（Ｓ１５.４.１～Ｓ５０.３.３１生ま

れ）の野木町国民健康保険の方（注１）

特 定

健 診

無料
７５歳以上（Ｓ１５.３.３１以前生まれ）の方（注１）

※６５歳以上の後期高齢者医療該当者を含む

後期高齢者

健 診

５ ０ ０円★バリウムによる胃レントゲン撮影３０歳以上（Ｓ６０.３.３１以前生まれ）の方
胃 が ん

検 診

５ ０ ０円
★血液検査（ペプシノゲン検査とヘリコバク

　ターピロリ菌抗体検査）

４ ０ ､４ ５ ､５ ０ ､５ ５ ､６ ０ ､６ ５ ､７ ０ ､７ ５ 歳の方

※対象年齢の人でも受けられない方がいます。

胃 が ん

ハイリスク

検　 診

３ ０ ０ 円★便潜血反応検査（２日法）３ ０ 歳以上（Ｓ６ ０ . ３ . ３ １ 以前生まれ）の方
大腸がん

検 診

Ｘ線… ２ ０ ０ 円

X線＋喀痰… ７ ０ ０ 円

★胸部レントゲン撮影

★喀痰細胞診
３０歳以上（Ｓ６０.３.３１以前生まれ）の方

肺 が ん

検 診

５ ０ ０ 円★乳房レントゲン撮影と超音波検査３ ０ 歳以上（Ｓ６ ０ . ３ . ３ １ 以前生まれ）の女性
乳 が ん

検 診

１ ，５ ０ ０ 円★細胞診とＨＰＶ検査

２ ０ 歳以上 （Ｈ７ . ３. ３ １ 以前生まれ） の女性

※平成 ２ ４・２ ５ 年度のHPV併用検診結果で次

　回受診年度が３年後となった方は対象外。

子宮頸がん

検 診

３ ０ ０ 円★血液検査（ＰＳＡ値測定）５０歳以上（Ｓ４０.３.３１以前生まれ）の男性
前立腺がん

検 診

Ｂ型検査… １ ０ ０ 円

Ｃ型検査… ４ ０ ０ 円

★血液検査

　（Ｂ型、Ｃ型の肝炎ウイルス検査）

① ２ ６ 年度中に ４ ０ 歳の方

（Ｓ４ ９ . ４ . １～Ｓ５ ０ . ３ . ３ １ 生）

② ４ １ 歳以上で肝炎ウイルス検診を受

　けたことのない方

肝炎ウイルス

検 診

※町保健センター・医療機関実施を問わず、年度内に１回のみの受診となります。
※野木町国民健康保険以外の方の４０～７４歳の特定健診は、各保険者にお問い合わせください。
※年齢は平成２６年度中に（平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日）にその年齢に達する人です。
　健診当日に野木町に住民票のある方を対象とします。

※胃がんハイリスク検診は、対象年齢の人でも、次の①～⑥に当てはまる人は、治療が優先される・検査結果
　が正確に判定できない等の理由により、受けられません。
　①明らかな上部消化管症状（痛み、胸やけ、食べ物のつかえ感など）があり、胃や十二指腸の病気が強く疑わ
　　れる。
　②食道、胃、十二指腸の病気で治療中
　③胃酸の分泌をおさえる薬を服用中、または2ヶ月以内に服用していた。
　④胃を切除した。
　⑤腎不全（クレアチニン値が３㎎/握以上）がある。
　⑥ピロリ菌を除菌したことがある。

子宮がん・乳がん指定医療機関　

乳がん検診子宮がん検診

（小山市内）新小山市民病院　　　０２８５（２１）３８２３

　　　　　　光南病院　　　　　　０２８５（４５）７７１１

　　　　　　光南健診クリニック　０２８５（３２）７１２０

　　　　　　星野胃腸科外科医院　０２８５（２５）３５３３

（下野市内）小金井中央病院　　　０２８５（４４）７０００

（小山市内）樹レディスクリニック　　　　　０２８５（２０）５５０５

　　　　　　新小山市民病院　　　　　　　　０２８５（２１）３８２３

　　　　　　やまなかレディースクリニック　０２８５（３７）８０２０

（下野市内）木村クリニック　　　　　　　　０２８５（４４）８２１１

　　　　　　中央クリニック　　　　　　　　０２８５（４０）１１２１

　　　　　　和田マタニティクリニック　　　０２８５（４０）５５０３

(１２)



受付開始日子宮頸がん健診日子宮頸がん健診日

８／１９（火）

から受付開始

１２／６（土）×１０／９（木）

×１２／８（月）１０／２３（木）

×１／１５（木）×１１／１４（金）

×１／１６（金）×１１／１６（日）

１１／２０（木）

　　肺がん検診、胃がんハイリスク検診、肝炎ウイルス検診は集団健診のみ

（表嘘）【指定医療機関一覧】町内指定医療機関

前
立
腺
が
ん

検　
　
　

診

大

腸

が

ん

検　

　

診

胃
が
ん
検
診

（
バ
リ
ウ
ム
）

後
期
高
齢
者

健　
　
　

診

特

定

健

診

基

本

健

診

電話番号医療機関

産産産産産(５ ７) ０ ７７ ０いなば内科クリニック

産産産産産(５６)０ ２ ８ ０岩崎医院

産産産(５７)２５１０菊池クリニック

産(５４)５００４さくら診療所

産産産(５７)００５６鹿野クリニック

産産(５７)９８１１寺内整形外科

産産産産産産(５７)１０１１野木病院

（表臼）健診日と受付開始日

【変更点】
(１)胃がんハイリスク検診がはじまります。
　血液検査で”胃がんになりやすいかどうか（胃がんリスク）”を調べる検診です。（がんを見つける検
査ではありません。）対象年齢は（表４）を参照下さい。
※従来の胃がん検診（バリウム検査）は、「胃がんの有無」を調べる検査です。胃がん検診と合わせて受
けることをおすすめします。
（２）子宮がん検診の自己負担金が１,５００円になります。
　ＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）併用検診導入後２年経過し、「小山地区ＨＰＶーＤＮＡ併用検診モ
デル都市事業」が終了したためです。（２年間の検診費用は小山地区ＨＰＶ－ＤＮＡ併用検診実行委員会
が負担していました。）

　町では、平成２６年度生活習慣病健診を次のとおり実施します。
集団健診１０月～１月分の受付を８月１９日（火）から開始します。受診には事前の予約が必要となりますので、
電話又は窓口にて、希望の健診日・健診項目をお申し込みください。

　平成 ２ ６ 年度 生 活 習 慣 病 健 診のお知らせ　問 健康福祉課　撒（ ５ ７ ）４ １ ７ １

※平成 ２ ６ 年度から変更になる事項がありますので、下記の変更点をご確認の上お申し込み下さい。

○生活習慣病健診の対象者に「受診案内はがき」を送ります。

　健診は年齢や性別、今までの受診状況や結果によって受けられる項目が異なります。

　受診案内はがきで受診できる項目等のご案内をいたします。

　健診を受けるためには、健診当日「受診案内はがき」が必要です。平成２６年度中は、大切に保管下さい。

○生活習慣病健診の実施期間は、「６月から１月まで」です。

　事前申込制です。町健康福祉課に電話か窓口での申込みとなります。

　定員（１２０名程度）になり次第、締め切らせていただきます。

（表渦）【医療保険などの種類・希望の健診項目・申し込み方法・実施期間】

申し込み方法医療保険等の種類・希望の健診項目

健康福祉課にお申込みください。＜申込み：５月１日から＞

受付後、受診券を発送しますので、受診券がお手元に届

きましたら、指定医療機関にお申し込みください。

・特定健診（野木町国保の方）

・後期高齢者健診

・基本健診（生活保護の方）

直接、指定医療機関にお申込み下さい。
・基本健診（３０歳代の方）

・各がん検診（胃がん、大腸がん、前立腺がん、乳がん、子宮がん）

※子宮頸がん検診を実施しない日があ

ります。

（表臼）の×がついている日程は子宮頸が

ん検診を実施しません。×のないところ

は全ての項目を実施しています。

【保健センターでの集団健診の申込方法】

【町委託医療機関での個別健診の申込方法】

(１３)



高
齢
者
福
祉
計
画
等           

作
成
委
員
会
委
員
公
募

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課
撒（　

）４
１
７
３

５７

　

町
の
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
基
本

指
針
「
野
木
町
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
見
直
す
に

あ
た
り
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
伺
い
、
計
画
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
町
高
齢
者
福
祉
計
画
作
成
等

委
員
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

公
募
人
数
・
要
件　

・
満　

歳
以
上
の
方　

１
名

６５

・
満　

歳
以
上　

歳
以
下
の
方　

１
名

４０

６４

※
年
齢
は
ど
ち
ら
も
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
。

２６

・
町
内
在
住
で
、
委
員
会
に
出
席
で
き
る
方

公
募
期
間　

　

８
月
４
日（
月
）～
８
月　

日（
金
）

２２

　
（
持
参
の
場
合
、土
日
を
除
く
、

     
郵
送
の
場
合
、当
日
消
印
有
効
）

選
考
と
結
果
の
通
知　

　

応
募
者
の
中
か
ら
、
地
域
・
年

齢
・
性
別
な
ど
を
勘
案
し
て
選
考
、

結
果
を
８
月
末
ま
で
に
郵
送
で
公
募

者
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

委
員
会
の
開
催　

　
９
月
～
平
成　

年
２
月（
３
回
）

２７

　

原
則
、
平
日
午
後
開
催
。

応
募
方
法　

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
健
康
福
祉
課
へ
。

※
申
込
書
は
健
康
福
祉
課
で
配
布
し

　

て
い
ま
す
。（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か 

　

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で 

　

き
ま
す
）

　
衣
３
２
９−

０
１
９
５
（
住
所
不
要
）

　

野
木
町
健
康
福
祉
課
高
齢
対
策
係

　

胃（　

）４
１
９
３

５７

　

死kenkouhukushi@
tow
n.nogi.lg.jp

お
口
の
健
康
８
０
２
０
運
動
表
彰

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課
撒（　

）４
１
７
１

５７

　

小
山
歯
科
医
師
会

　

撒
０
２
８
５（　

）５
９
５
４

２２

　

８
０
２
０
運
動
と
は
、　

歳
に
な

８０

っ
て
も
、
健
康
な
自
分
の
歯
を　

本
２０

残
そ
う
と
い
う
運
動
で
す
。
小
山
歯

科
医
師
会
及
び
町
で
は
、
こ
の
運
動

の
普
及
啓
発
を
目
的
に
表
彰
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
粗
品
贈
呈
）

応
募
資
格

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
、
満　

２６

８０

　

歳
以
上
で
自
分
の
歯
が　

本
以
上

２０

　

あ
る
方
（
虫
歯
の
治
療
を
し
て
あ

　

っ
て
も
、
自
分
の
歯
が
残
っ
て
い

　

れ
ば
該
当
し
ま
す
。
過
去
の
表
彰

　

者
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。）

診
査
方
法

　

指
定
の
歯
科
医
院
で
、
歯
科
検
診

　
（
無
料
）を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　

８
月　

日（
土
）ま
で
に
、
電
話
で

２３

指
定
医
療
機
関
へ
直
接
申
込
み
く
だ

さ
い
。

【
指
定
医
療
機
関
】

池
松
歯
科
医
院　
　
（　

）１
１
８
１

５４

上
原
歯
科
医
院　
　
（　

）３
８
６
０

５７

杉
田
歯
科
医
院　
　
（　

）０
１
１
８

５７

せ
き
ぐ
ち
歯
科
医
院（　

）０
０
６
５

５７

中
澤
歯
科
医
院　
　
（　

）３
０
０
２

５７

町
の
上
水
道
の
検
査

問
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課
撒（　

）４
１
９
４

５７

　

思
川
浄
水
場（
検
査
機
関
）

　
　
　
　
　
　
　

撒（　

）０
０
３
８

５６

　

町
で
は
、
安
心
で
快
適
な
水
道
水

の
供
給
の
た
め
、
毎
月
上
水
道
の
水

質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
法
に
も
と
づ
く
水
質
基
準
に

す
べ
て
適
合
し
て
い
ま
す
。
結
果
は

左
記
表
の
と
お
り
で
す
。

　

お知らせ

水質基準値愛宕公園馬場公園

１００個/悪以下００一般細菌

検出されないこと不検出不検出大腸菌

０.０４ mg/ 渥以下０.００４未満０.００４未満亜硝酸態窒素

１０ mg/ 渥以下２.４７２.３３硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

０.３ mg/ 渥以下０.０１未満０.０１未満鉄及びその化合物

０.０５ mg/ 渥以下０.００５未満０.００５未満マンガン及びその化合物

２００ mg/ 渥以下２２.４２１.６塩化物イオン

３００ mg/ 渥以下７５.２７６.５
カルシウム・マグネシ
ウム等（硬度）

５００ mg/ 渥以下１６３１４５蒸発残留物

０.００００１mg/ 渥以下０.０００００２今回検査なしジェオスミン

０.００００１mg/ 渥以下０.０００００１今回検査なし２ーメチルイソボルネオール

３mg/ 渥以下１.１１.１
有機物（全有機炭素
（TOC）の量）

５.８以上８.６以下７.２８７.４１ｐｈ値

異常でないこと異常なし異常なし味

異常でないこと異常なし異常なし臭気

５度以下０.５度未満０.５度未満色度

２度以下０.０５度未満０.０５度未満濁度

０.１mg/渥以上０.５０.５残留塩素

(１４)

【水質検査結果】 平成２６年５月１９日・２０日（採取）



下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
試
験
の
お
知
ら
せ

問
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課
撒（　

）４
１
４
７

５７

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
試
験
を
実
施
し
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
水
）　

時
～　

時

１０

２９

１４

１６

場　

所　

栃
木
県
自
治
会
館

　
　
　
　
宇
都
宮
市
昭
和
１
丁
目
２
　ー
１６

申
込
期
限　

８
月　

日（
日
）

３１

　
　
　
　

当
日
消
印
有
効

申
込
書
類
の
配
布
場
所

　

公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
建
設
技
術

セ
ン
タ
ー
及
び
町
都
市
整
備
課

申
込
先　

公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
建

　
　
　
　

設
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

衣
３
２
１
ー
０
９
７
４

　
　
　
　
宇
都
宮
市
竹
林
町
１
０
３
０
ー
２

　
　
　
　
　

撒
０
２
８（
６
２
６
）３
１
８
７

※
受
験
資
格
に
つ
い
て
は
、
試
験
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

問
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課
撒（　

）４
１
５
５

５７

　

「
子
や
孫
に

　
　

つ
な
げ
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　
　
　

道
が
あ
る
」

　

道
路
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で

人
や
物
を
運
び
、
情
報
を
運
び
、
文

化
を
運
ぶ
な
ど
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大
切
な
道

路
の
役
割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

道
路
の
役
割

　

道
路
に
は
大
き
く
分
け
て
、
交
通

機
能
と
空
間
機
能
と
い
う
二
つ
の
機

能（
役
割
）が
あ
り
ま
す
。

交
通
機
能　

　

バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
・
乗
用
車
な
ど

の
自
動
車
や
自
転
車
、
歩
行
者
が
安

心
し
て
通
行
で
き
、
日
常
生
活
や
産

業
を
支
え
て
い
る
、
道
路
に
つ
い
て

私
た
ち
が
持
っ
て
い
る
一
般
的
な
イ

メ
ー
ジ
で
あ
る
こ
の
機
能
を
交
通
機

能
と
言
い
ま
す
。

空
間
機
能

　

道
路
は
ほ
か
に
、
次
の
よ
う
な
機

能
も
備
え
て
い
ま
す
。

①
収
容
空
間

　

道
路
や
地
下
に
は
、
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
、
下
水
道
な
ど
、
私
た
ち
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
収
容
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
防
災
空
間

　

救
急
車
・
消
防
車
等
の
緊
急
車
両

の
活
動
を
円
滑
化
さ
せ
、
地
震
な
ど

の
災
害
時
に
は
避
難
路
・
防
火
帯
に

な
り
ま
す
。

③
環
境
空
間

　

住
宅
の
密
集
し
た
町
の
中
で
は
、

建
物
の
採
光
・
通
風
を
確
保
す
る
役

割
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
緑
化
さ
れ

た
道
路
は
、
私
た
ち
に
や
す
ら
ぎ
と

う
る
お
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
お

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
舞
台
と
し
て
も

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
市
街
化
形
成

　

道
路
網
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
基
本
的
な
都
市
の
骨
格
を
形
づ

く
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
道
路
が
担
う
役
割

は
と
て
も
大
き
い
の
で
す
。

　

８
月
は
｢
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

で
す
。
町
内
全
域
で
展
開
さ
れ
る
ゴ

ミ
拾
い
、
路
肩
の
除
草
、
小
枝
切
り

な
ど
の
道
路
愛
護
活
動
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
故
等
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
道
路
や
側
溝
の
破
損
等
に
お
気

づ
き
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

「供
と
ち
ぎ
発
僑
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化

ア
ク
シ
ョ
ン
」
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

問
栃
木
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

　

撒
０
２
８（
６
７
３
）９
１
０
１

　

家
族
み
ん
な
で
節
電
・
省
エ
ネ
・

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
を
実
践
外

　

県
は
、
日
常
生
活
の
中
で
取
り
組

め
る
節
電
・
省
エ
ネ
・
温
暖
化
防
止

活
動
を
具
体
的
に
紹
介
し
た
ア
ク
シ

ョ
ン
シ
ー
ト
を
作
成
・
配
布
し
、
県

民
の
皆
さ
ん
に
実
践
を
呼
び
か
け
る

「供
と
ち
ぎ
発
僑
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化

ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
の
入
手
方
法
】

　

町
生
活
環
境
課
、
県
小
山
環
境
管

理
事
務
所
、
栃
木
県
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.tochigi.lg.jp/d02/eco/

kankyou/ondanka/stop_ondanka_actio

n.htm
l

町
で
測
定
し
て
い
る
環
境
放
射
線
量
な
ど
の
状
況

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課
撒（　

）４
１
３
１

５７

　

こ
ど
も
教
育
課
撒（　

）４
１
３
８

５７

◎
７
月
９
日
、
役
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　

ポ
ス
ト
で
測
定
し
た
環
境
放
射
線

　

量
の
値
は
、

　

地
面
か
ら
の
高
さ
１
ｍ
で

　

０
・
０
４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
、

　

で
し
た
。

◎
７
月
２
日（
第
１
水
曜
日
）各
小
中 

　

学
校
校
庭
で
測
定
し
た
環
境
放
射

　

線
量
の
値
は
、

　

最
大
０
・
０
７
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
、

　

最
小
０
・
０
３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

　

で
し
た
。

お知らせ

(１５)



　

年
度
「
野
木
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

26支
援
事
業
補
助
金
」
の
採
択
事
業
決
定

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課
撒（　

）４
１
５
４

５７

　
「
野
木
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支

援
事
業
補
助
金
」
は
、
町
民
活
動
団

体
が
自
ら
企
画
実
施
す
る
公
共
的
か

つ
公
益
的
な
事
業
に
対
し
、
町
が
事

業
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

今
年
度
は　

団
体
の
応
募
が
あ
り
、

１１

書
類
審
査
・
公
開
審
査
会
の
結
果
、

以
下
の
９
団
体
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

標
語
を
募
集
し
ま
す

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課
撒（　

）４
１
５
４

５７

　
「
男
女
共
同
参
画
」を
テ
ー
マ
に
し

た
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　

日
常
生
活
や
学
校
・
職
場
で
感
じ

た
こ
と
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

考
え
な
ど
を
標
語
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
（
未
発
表
作
品
に
限
る
）

対
象
者　

高
校
生
以
上
の
町
内
在
住

　
　
　
　
・
在
勤
者

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

　
　
　
　

記
入
の
う
え
、
直
接
持
参

　
　
　
　

ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
　
　
　

メ
ー
ル
に
よ
り
提
出（
応

　
　
　
　

募
用
紙
は
生
活
環
境
課
、

　
　
　
　

公
民
館
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー
き
ら
り
館
、

　
　
　
　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

　
　
　
　

手
で
き
ま
す
。）

表
彰
他　

優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
町

　
　
　
　

広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
　
　
　

公
表
し
、　

月
１
日（
土
）開

１１

　
　
　
　

催
の
男
女
共
同
参
画
講
演

　
　
　
　

会
に
お
い
て
表
彰
し
ま
す
。

提
出
先　

　

衣
３
２
９
−
０
１
９
５（
住
所
不
要
）

　
野
木
町
生
活
環
境
課
人
権
・
協
働
推
進
係

　

胃（　

）３
９
４
５

５７

　

死seikatukannkyou@
tow
n.nogi.lg.jp

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

稲
葉
利
敬
先
生
に
健
康
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
し
ょ
う

問
「
な
か
よ
し
会
」
松
澤

　

撒
０
９
０（
７
７
３
０
）１
９
６
６

　

確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か

　
　

あ
な
た
の
健
康
の
こ
と
を

　
　
あ
な
た
の
家
族
の
健
康
の
こ
と
を

日　

時　

８
月　

日（
土
）

３０

　
　
　
　
　

時　

分
～　

時

１４

３０

１６

場　

所　

丸
林
西
会
館　

大
会
議
室

　
　
　
　
（
丸
林
中
央
公
園
内
）

講　

師　

い
な
ば
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　

稲
葉
利
敬
先
生

内　

容　
・健
康
管
理
に
つ
い
て
の
指
導

　
　
　
　
・健
康
新
基
準
値
の
考
え 
方

参
加
費　

無
料

申　

込　

不
要

お知らせ

審査会の様子

団体名 事業名番号

野木町みんなのラジオ体操愛好会野木町ラジオ体操教室１

のぎまちづくりネットワークシニア・シルバー世代の地域デビュー支援事業２

丸林西中四自治会「なかよし会」ご近所づきあいを強めよう３

野木町未来プロジェクト実行委員会『もうひとつの楽校づくり』事業４

はたけの会野菜作りをベースにした地域活性化５

栃木県家庭教育オピニオン連合会野木支部（オピニオン友の会）親と子への支援活動６

きらりネットサロンシニア世代の生活密着型情報通信活用支援７

野木町の自然環境をいかす会野木の自然環境をいかす「渡良瀬遊水地への誘い」８

ビブリオタウン野木ビブリオタウン野木構想９

※事業の順番は、審査会発表順に並べています。（謂１～４は３年継続事業、謂５、６は２年継続事業、

    謂７～９は新規事業）

【平成２６年度「野木町協働のまちづくり支援事業補助金」の採択事業】

(１６)



【渡良瀬遊水地で遊び・学び・汗をかこう！（前期）プログラム】

お知らせ

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

「
渡
良
瀬
遊
水
地
で　

遊
び
・
学

び
・
汗
を
か
こ
う
！
」（
前
期
）

問
野
木
町
の
自
然
環
境
を
い
か
す
会

　

川
元
撒
０
９
０（
９
３
１
９
）６
９
９
１

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
地
と
し
て

新
た
な
歩
み
を
始
め
た
渡
良
瀬
遊
水

地
。
重
い
歴
史
を
踏
ま
え
、「
再
生
の

原
風
景
」
の
中
で
、
遊
び
・
学
び
・

汗
を
か
き
な
が
ら
、
野
木
町
の
宝
で

あ
る
渡
良
瀬
遊
水
地
の
「
今
と
こ
れ

か
ら
」
を
見
守
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容　

下
記
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

定　

員　
　

名
（
単
発
で
の
参
加
も

３０

　
　
　
　

可
能
。
第
１
回
は
定
員　
７０

　
　
　
　

名
ま
で
可
）

対　

象　

小
学
生
以
上
（
但
し
、
小

　
　
　
　

学
生
の
場
合
は
保
護
者
同

　
　
　
　

伴
）

参
加
費　

無
料
（
※
講
座
に
よ
っ
て

　
　
　
　

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に

　
　
　
　

ご
加
入
い
た
だ
き
ま
す
）

申　

込　

８
月
１
日
（
金
）
～　

日
１４

　
　
　
　
（
木
）ま
で
に
き
ら
り
館
へ

　
　
　
　

申
込
み

主　

催　

野
木
町
の
自
然
環
境
を
い

　
　
　
　

か
す
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問〈
公
社
〉野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

撒（　

）２
１
３
７

５６

興
受
講
者
募
集

講
習
名　
「
植
木
管
理
技
能
講
習
・
野

　
　
　
　
 
木
町
コ
ー
ス
」

講
習
内
容　

剪
定
と
整
枝
方
法
、
樹
木

　
　
　
　

の
育
て
方
・
種
類
・
管
理

　
　
　
　

の
座
学
と
実
技

会　

場　

野
木
町
老
人
福
祉
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
（
ホ
ー
プ
館
）

日　

程　
　

月
７
・
８
・
９
・　

・　

・

１０

１０

１４

　
　
　
　
　
　

・　

・　

日（
８
日
間
）

１５

１６

１７

　
　
　
　
　

時
～　

時

１０

１６

対
象
者　
　

才
以
上
の
就
職
・
就
業

５５

　
　
　
　

の
意
欲
の
あ
る
栃
木
県
内

　
　
　
　

在
住
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　

に 
求
職
登
録
を
済
ま
せ

　
　
　
　

て
い
る
方

募
集
人
員　
　

名
２０

　
　
　
　
（
応
募
者
多
数
の
時
は
選
考
）

受
講
料　
 
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
も
無
料
）

申
込
締
切　
 
９
月　

日（
木
）（
必
着
）

２５

申
込
方
法　

申
込
締
切
日
ま
で
に
、
所

　
　
　
　

定
の「
申
込
用
紙
」に
て
郵

　
　
　
　

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
公
益

　
　
　
　

社
団
法
人
栃
木
県
シ
ル
バ

　
　
　
　

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
　
　
　

ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

申
込
用
紙
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

　
　
　
　

ー
ク
、
県
内
各
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　

人
材
セ
ン
タ
ー
及
び
連
合

　
　
　
　

会
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、

　
　
　
　

連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

　
　
　
　

き
ま
す
。

協    
力　

公
益
社
団
法
人
野
木
町
シ

　
　
　
　

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ
（
平
日　

８
時　

分
～　

時　

分
）

３０

１７

３０

〈
公
社
〉栃
木
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　

撒
０
２
８（
６
２
７
）１
１
７
９

　

胃
０
２
８（
６
２
７
）２
５
２
２

　

衣
３
２
０
‐
８
５
０
３

　

宇
都
宮
市
駒
生
町
３
３
３
７
‐
１

　

と
ち
ぎ
健
康
の
森
内

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.sjc.ne.jp/tochisiren/

　
興
刃
物
研
ぎ

　

８
月
の
刃
物
研
ぎ
は
、
都
合
に
よ

り
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

次
回
は
、
９
月　

日（
金
）を
予
定

１９

し
て
お
り
ま
す
。

興
障
子
・
襖
貼
り

　

障
子
・
襖
・
網
戸
の
張
替
も
承
っ

て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
ご
依
頼
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

会場（集合場所）内容・講師等日　　時回

町公民館

第１・第２研修室

 「渡良瀬遊水地１００年の歴史」

ラムサール湿地ネットわたらせ

　事務局長　浅野　正富　氏

８月１７日（日）

１４時～１５時
１

渡良瀬遊水地

（谷中村史跡

保全ゾーン駐車場）

 「自然観察とフィールドワーク」

（わたらせ未来基金主催

「湿地保全・再生プロジェクト」に参加）

９月２１日（日）

９時～１２時３０分
２

渡良瀬遊水地

（生井桜づつみ）

 「渡良瀬遊水地を撮ろう！」

　東京新聞写真部次長

　　　　　堀内　洋助　氏

１０月１９日（日）

９時～１１時
３

(１７)



個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
義
務

者
一
斉
指
定
の
実
施
に
つ
い
て

問
総
合
政
策
部
税
務
課
撒（　

）４
１
２
２

５７

　

平
成　

年
度
か
ら
栃
木
県
内
全
市

２７

町
で
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
義
務

者
一
斉
指
定
を
行
い
ま
す
。

※
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、

　

事
業
主（
給
与
支
払
者
）が
所
得
税

　

の
源
泉
徴
収
と
同
じ
よ
う
に
、従

　

業
員（
納
税
義
務
者
）に
代
わ
り
、

　

毎
月
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら

　

個
人
住
民
税
を
引
き
去
り（
給
与

　

天
引
き
し
）、町
へ
納
入
し
て
い
た

　

だ
く
制
度
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
特
別
徴
収
の
未
実
施

事
業
者
に
対
し
特
別
徴
収
へ
の
切
替

え
指
導
を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

よ
り
一
層
の
制
度
推
進
を
図
る
た
め

平
成　

年
度
か
ら
特
別
徴
収
を
一
斉

２７

指
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

法
令
順
守
、納
税
者
の
利
便
性
向

上
、滞
納
の
未
然
防
止
と
そ
れ
に
と

も
な
う
税
収
確
保
が
目
的
で
す
。

臼
指
定
対
象
者（
特
別
徴
収
義
務
者
）

　

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る

事
業
主（
給
与
支
払
者
）

渦
実
施
時
期

　

平
成　

年
度
の
町
県
民
税
課
税
分

２７

か
ら
実
施
し
ま
す
。平
成　

年
度
に

２６

一
斉
指
定
対
象
者
に
指
定
予
告
通
知

書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。

「
県
民
バ
ス
」
参
加
者
募
集

問
県
民
プ
ラ
ザ
室

　

撒
０
２
８（
６
２
３
）３
７
６
６

　

衣
３
２
０
ー
８
５
０
１
県
広
報
課

　

県
民
プ
ラ
ザ
室
へ
（
住
所
不
要
）

　
日　

時　

９
月　

日
（
木
）

１１

　

第
１
集
合
地
：
県
南
体
育
館

　
　

集
合　

８
時　

分
１０

　
　

解
散　
　

時　

分

１６

４０

　

第
２
集
合
地
：
道
の
駅「
し
も
つ
け
」

　
　

集
合　

８
時　

分
５０

　
　

解
散　
　

時　

分

１６

１０

※
第
１
・
第
２
ど
ち
ら
の
集
合
地
か

　

ら
参
加
さ
れ
る
か
を
、
往
復
は
が

　

き
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

見
学
施
設　

農
業
試
験
場
、
美
術
館

※
昼
食
は
、
道
の
駅
「
う
つ
の
み
や

　

ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
」（
各
自
自
由
）

対　

象　

小
山
市
、
下
野
市
及
び
野

　
　
　
　

木
町
に
お
住
ま
い
の
方

定　

員　
　

人（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

５０

申　

込　

往
復
は
が
き（
１
０
４
円
）

　
　
　
　

に
参
加
者
全
員
（
１
枚
で

　
　
　
　

２
人
ま
で
）
の
住
所
・
氏

　
　
　
　

名
・
電
話
番
号
・
年
齢
・

　
　
　
　

希
望
集
合
地
を
書
き
、
問

　
　
　
　

い
合
わ
せ
先
へ

締　

切　

８
月　

日（
当
日
消
印
有
効
）

２２

各
種
自
衛
官
採
用
試
験

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　
　
　

撒
０
２
８
５（　

）４
７
６
３

２５

  
平
成　

年
３
・
４
月
に
入
隊
す
る

２７

各
種
自
衛
官
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

※
応
募
年
齢
は
、
平
成　

年
４
月
１

２７

　

日
現
在
で
す
。

給
付
金
の
申
請
が
始
ま

り
ま
し
た

　

町
で
は
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」の

申
請
書
を
、
給
付
対
象
と
な
る
可
能

性
の
あ
る
方
に
、
７
月
の
上
旬
に
郵

送
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は

各
担
当
窓
口
に
申
請
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

試験日受付期間応募資格

（１次試験）

９月２３日（火）８月１日（金）～

９月９日（火）

※自衛官候補生

（任期制）の男子

は年間を通じて

受付しています。

高卒（見込含）

２１歳未満の男女
航空学生

（１次試験）

９月１９日（金）・２０日（土）

（いずれか１日）

１８ 歳 以 上

２７歳未満の男女

一 般 曹

候 補 生

９月下旬（受付時にお知

らせします）

１８ 歳 以 上

２７歳未満の男女

自 衛 官

候 補 生

（任期制）

お知らせ

(１８)

担当窓口(問合せ先)受付終了受付開始給付金 

 町健康福祉課

 社会福祉係

　緯 ５ ７ − ４ １ ９ ６

１０月１日（水）
（消印有効）

７月１日(火)臨時福祉給付金

 町住民課

 給付年金係

   緯 ５ ７ − ４ １ ４ ０

１０月１４日（火）
（消印有効）

７月１４日(月)
子育て世帯臨時

特例給付金



水
と
緑
と
歴
史
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想　
 

「
意
見
交
換
会
」
参
加
者
募
集

問
町
総
合
政
策
部
政
策
課
撒（　

）４
１
０
１

５７

　
町
で
は
、
渡
良
瀬
遊
水
地
及
び
そ
の

周
辺
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
構
想
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
基
本
構
想
に
町
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
意
見
交
換

会
へ
の
参
加
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

募
集
人
数　

５
名
程
度

応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満

　
　
　
　
　

た
し
て
い
る
方

　

①
野
木
町
在
住
の　

歳
以
上
の
方
で
ま

１８

　
　
ち
づ
く
り
や
町
政
に
関
心
の
あ
る
方

　

②
平
日 （
日
中
） の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

　

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
無
報
酬
）で
参
加

　
　
し
て
い
た
だ
け
る
方

開
催
予
定　

９
月
・　

月
に
各
１
回
実

11

　
　
　
　
　

施
（
計
２
回
）

募
集
期
間　
８
月
４
日（
月
）～　

日（
金
）

15

　
　
　
　
　
　
（
持
参
は
、土
日
を
除
く
）

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

　
　
　
　
　

記
入
の
上
、
政
策
課
窓
口

　
　
　
　
　

持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
　
　
　
　

Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
提
出
。

　
　
　
　
　

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

　
　
　
　
　

応
募
者
の
中
か
ら
選
考
さ

　
　
　
　
　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」 

　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す

問
町
総
合
政
策
部
政
策
課
撒（　

）４
１
３
４

５７

　

町
で
は
今
年
度
、
各
地
区
に
出
向
き
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
主
に
地
域
の
問
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
地
区

懇
談
会
に
加
え
て
、
町
全
体
の
問
題
に

つ
い
て
皆
さ
ま
と
ご
意
見
を
交
わ
す
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
町
政
懇
談
会
）

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
「
野
木
町
の
少
子
高
齢
化
対

策
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
野
木
町
が
ま
す
ま
す
輝

き
を
増
す
た
め
に
、
お
子
さ
ん
や
お
孫

さ
ん
の
代
ま
で
野
木
町
が
発
展
し
続
け

る
た
め
に
皆
さ
ま
と
考
え
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

日　

時　

８
月　

日
（
土
）

３０

　
　
　
　
９
時　

分
開
場　
　

時
開
始

３０

１０

場　

所　

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

内　

容　

○
町
か
ら
今
年
度
の
重
点

　
　
　
　
　

施
策
や
予
算
等
の
説
明
、

　
　
　
　
　

及
び
テ
ー
マ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

現
状
説
明
等

　
　
　
　

○
テ
ー
マ
に
つ
い
て
皆
様

　
　
　
　
　

と
意
見
交
換

対　

象　

野
木
町
在
住
の
皆
様

申　

込　

不
要
。
直
接
会
場
へ
お
越

　
　
　
　

し
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の       

全
国
大
会
等
出
場
費
補
助
金

問
生
涯
学
習
課　

撒（　

）４
１
８
７

５７

　

町
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
全

国
大
会
等
へ
の
出
場
に
対
す
る
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

　

・
町
内
の
小
・
中
学
生 

　

・
町
在
住
の
高
校
・
大
学
生 

　

・
町
在
住
及
び
町
内
在
勤
者 

対
象
と
な
る
大
会

　
日
本
中
学
校
体
育
連
盟
・
日
本
体
育

　

協
会
ま
た
は
同
協
会
の
加
盟
団
体
・

　

文
部
科
学
省
な
ど
政
府
関
係
機
関

　

が
推
薦
な
ど
を
し
て
い
る
大
会

　

・
関
東
大
会（
東
日
本
大
会
）な
ど

　

・
全
国
大
会

　

・
ア
ジ
ア
大
会

　

・
世
界
大
会

補
助
金
額
（
１
人
あ
た
り
）

産
小
・
中
学
生

　
交
通
費
及
び
必
要
に
応
じ
て
宿
泊
費

産
高
校
生
以
上

　

大
会
に
応
じ
、
３
千
円
～
５
万
円

特
に
指
定
の
な
い
も
の
の
申
し
込
み
は
、

土
日
祝
日
を
除
く
８
時　

分
～　

時　

分

３０

１７

１５

成
人
式
実
行
委
員
を
大
募
集
！

問
町
生
涯
学
習
課
撒（　

）４
１
８
８

５７

　

町
主
催
の
成
人
式
は
、
毎
年
新
成

人
に
な
ら
れ
る
方
々
で
実
行
委
員
会

を
設
け
、
式
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

中
学
校
時
代
の
仲
間
と
成
人
式
に

実
行
委
員
と
し
て
参
加
協
力
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
多
く
の
方
々
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
る

方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対　

象　

平
成
６
年
４
月
２
日
～
平

　
　
　
　

成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
　
　
　

の
方

内　

容　

成
人
式
は
１
月　

日（
日
）

１１

　
　
　
　

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
成

　
　
　
　

人
式
ま
で
に
４
回
程
度
の

　
　
　
　

実
行
委
員
会
を
開
催
す
る

　
　
　
　

予
定
で
す
。
式
の
運
営
方

　
　
　
　

法
等
を
話
し
合
っ
て
い
た

　
　
　
　

だ
き
、
前
日
の
準
備
か
ら

　
　
　
　

当
日
の
式
典
等
の
運
営
ま

　
　
　
　

で
行
い
ま
す
。

お知らせ・生涯学習

生
涯
学
習

(１９)



生涯学習

(２０)

町
民
大
学
文
学
コ
ー
ス

「
俳
句
に
親
し
む
！
」

～
芭
蕉「
奥
の
細
道
」を
訪
ね
て
～

問
町
公
民
館　

撒（　

）４
１
７
７

５７

　

文
学
に
親
し
む
と
と
も
に
、読
書

の
楽
し
さ
や
興
味
関
心
を
よ
り
一
層

高
め
る
機
会
と
し
て
、俳
句
を
楽
習

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容　

下
記
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

会　

場　

町
公
民
館
、他

対　

象　

町
内
在
住
･
在
勤
者

定　

員　
　

名
程
度（
た
だ
し
、第
１

３０

　
　
　
　

回
講
演
会
は　

名
程
度
）

６０

参
加
料　

第
１
回
・
２
回
は
無
料
、第

　
　
　
　

３
回
の
館
外
研
修
は
１
、

　
　
　
　

２
０
０
円（
入
館
料
・
昼
食

　
　
　
　

代
な
ど
）

申
込
み　

８
月
５
日（
火
）～

　
　
　
　

受
講
料
を
添
え
て
直
接
町

　
　
　
　

公
民
館
ま
で

　
　
　
　

８
月
６
日（
水
）～

　
　
　
　

第
１
回
・
２
回
の
講
座（
参

　
　
　
　

加
料
無
料
）に
限
り
電
話

　
　
　
　

受
付
も
可

※
第
３
回
館
外
研
修
は
、原
則
第
１

　

回
・
２
回
の
講
座
に
参
加
で
き
る

　

方
を
対
象

パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン

問
町
公
民
館　
　

撒（　

）４
１
７
７

５７

　　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
初
心
者
対
象

パ
ソ
コ
ン
相
談
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

８
月
７
日（
木
）

　
　
　
　
　

時　

分
～　

時　

分

１３

３０

１５

３０

　
　
　
　

８
月　

日（
土
）

１６

　
　
　
　

９
時　

分
～　

時　

分

３０

１１

３０

場　

所　
町
公
民
館
２
階
第
４
研
修
室

※
日
程
変
更
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公
民

　

館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
け
ば
な
体
験
講
座

初
秋
を
楽
し
む
い
け
ば
な

問
野
木
町
国
際
交
流
協
会

　

真
瀬　

撒（　

）１
６
７
３

５５

日　

時　

９
月
６
日（
土
曜
日
）

　
　
　
　
　

時　

分
～　

時　

分

１３

３０

１５

３０

場　

所　

町
公
民
館　

講　

師　

草
月
流
師
範（
当
協
会
会
員
）

定　

員　

先
着　

名
１０

対
象
者　

国
籍
を
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
料　

５
０
０
円

申　

込　
生
涯
学
習
課（
町
公
民
館
内
）へ

　
　
　
　
参
加
料
を
添
え
て
申
し
込
む
。

申
込
期
間　
８
月
４
日（
月
）～　

日（
月
）

１１

　
　
　
　

（
土
日
を
除
く
）

備　

考　

　

各
自
で
用
意
し
て
持
参
す
る
も
の

臼
身
近
に
あ
る
花
器（
花
瓶
・
水
盤
・

　

サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
・
洋
酒
の
空
き
瓶
等

　

の
水
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
器
）

渦
ハ
サ
ミ
・
花
包
み（
ビ
ニ
ー
ル
風

　

呂
敷
程
度
で
可
）

社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

問
町
文
化
協
会　

ダ
ン
ス
部

　

森
内　

撒（　

）２
２
８
７

５７

　　

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
、
素
敵
な

音
楽
で
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
社
交

ダ
ン
ス
は
適
度
な
運
動
量
が
あ
り
、

自
然
と
足
腰
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
見
違
え
る
ほ
ど
姿
勢
が
良

く
な
り
ま
す
。
供
Ｓ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ  
Ｗ

ｅ  
Ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
外
僑

日　

時　
９
月
９
日（
火
）～　

月　

日（
火
）

１０

２８

　
　
　
　
毎
週
火
曜
日（　

月　

日
を
除
く
）

１０

２１

　
　
　
　
　

時　

分
～　

時（
計
７
回
）

１３

３０

１５

場　

所　
町
公
民
館
２
階
第
１
・
２
研
修
室

定　

員　

男
性　

名
、
女
性　

名

１０

１０

　
　
　
　

（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

服
装
等　

動
き
や
す
い
服
装

申
込
期
間　
８
月　

日（
月
）～　

日（
金
）

１８

２９

　
　
　
　

※
平
日
８
時　

分
～　

時

３０

１７

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接
、
町
生

　
　
　
　

涯
学
習
課
へ

※
町
生
涯
学
習
課（
町
公
民
館
内
）

　

撒（　

）４
１
８
８

５７

定員・参加費講　師内　容日時回

定　員：６０名程度

参加費：無料
國學院大学

栃木短期大学

日本文化学科教授

　塚越義幸　氏

 講演会

～ 松尾芭蕉「奥の細道」を知る ～

８/３１（日）

１０：００～１１：４０
１

定　員：３０名程度

参加費：無料

 「俳句を作ってみませんか！」

　　　～初心者対象～

９/７（日）

１０：００～１１：３０
２

定　員：３０名程度

参加費：1,200円

 館外研修　－大田原市方面－

「奧の細道～芭蕉の足跡」を訪ねて
～那須歴史探訪館・遊行柳・黒羽芭蕉の館、他～

※町公民館に８時３０分集合

９/１２（金）

8：40～16：50
３

「俳句に親しむ」プログラム



特
に
指
定
の
な
い
も
の
の
申
し
込
み
は
、

土
日
祝
日
を
除
く
８
時　

分
～　

時　

分

３０

１７

１５

第　

回
町
水
泳
大
会

３３

問
生
涯
学
習
課　

撒（　

）４
１
８
７

５７

日　

時　

８
月　

日（
日
）

２４

　
　
　
　

９
時
～

会　

場　

野
木
中
学
校
プ
ー
ル

参
加
資
格　

町
在
住
在
勤
者

参
加
料　

２
０
０
円

種　

目　
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
・

　
　
　
　

青
年
男
子
の
部
・
壮
年
男

　
　
　
　

子
の
部
・
一
般
女
子
の
部

申　

込　
８
月
１
日（
金
）～
８
日（
金
）

　
　
　
　

ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て

　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
へ

小
学
生
大
学
生
交
流
事
業

サ
ッ
カ
ー
教
室

問
生
涯
学
習
課　

撒（　

）４
１
８
７

５７

　

サ
ッ
カ
ー
教
室
を
今
年
も
白
鷗
大

学
サ
ッ
カ
ー
部
に
協
力
を
し
て
も
ら

い
開
催
し
ま
す
。
普
段
あ
ま
り
運
動

を
さ
れ
な
い
方
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

を
観
て
サ
ッ
カ
ー
に
興
味
を
も
っ
た

方
な
ど
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
大
学
生
が
供
イ
チ
僑
か
ら
丁

寧
に
や
さ
し
く
楽
し
く
ご
指
導
し
ま

す
！

日　

時　

８
月　

日（
火
）

２６

　
　
　
　
　

時
～　

時

１８

２０

会　

場　
町
総
合
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

対　

象　

町
在
住
の
小
学
生
男
女

参
加
料　

無
料

定　

員　
　

名
（
先
着
順
）

５０

持
ち
物　

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
（
貸
出

　
　
　
　

可
）
運
動
が
で
き
る
服

　
　
　
　

装
、　

サ
ッ
カ
ー
シ
ュ
ー

　
　
　
　

ズ
（
運
動
靴
可
）、
飲
み
物
、

　
　
　
　

タ
オ
ル
、
着
替
え

申　

込　
８
月
１
日（
金
）～　

日（
金
）

１５

　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
へ

第
２
回
年
齢
別
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

問
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

　

松
原
正
代　
　

撒（　

）９
２
０
９

５７

日　

時　

９
月
７
日（
日
）９
時
～

会　

場　

野
木
中
学
校
体
育
館

参
加
資
格　

町
在
住
在
勤
者
ま
た
は
近

　
　
　
　

隣
市
町
在
住
在
勤
者

種　

目　

男
女
各
ダ
ブ
ル
ス
、

　
　
　
　

ダ
ブ
ル
ス
合
計
年
齢
満　
８０

　
　
　
　

歳
未
満
、　

～
１
０
０
歳

８０

　
　
　
　

未
満
、
１
０
０
～ 
1
１
０

　
　
　
　

歳
未
満
、
１
１
０
歳
以
上

参
加
料　

１
人　

１
、１
０
０
円

申　

込　

８
月　

日（
月
）～

１１

　
　
　
　

８
月　

日（
土
）ま
で
に
、

３０

　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
へ

第　

回
町
近
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

２６
問
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟　

篠
山　

明

　

撒
０
９
０（
２
４
４
０
）４
２
７
９

日　

時　

９
月
６
日（
土
）

　
　
　
　

集　

合　

８
時　

分
３０

　
　
　
　

開
会
式　

９
時

　
　
　
　

※
雨
天
時
は
問
い
合
わ
せ

会　

場　
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格　
　

歳
以
上
の
女
子

３５

参
加
料　

１
ペ
ア　

３
、０
０
０
円

　
　
　
　
（
参
加
賞
、
昼
食
代
含
む
）

申　

込　

８
月　

日（
金
）ま
で
必
着

２９

　
　
　
　
（
左
記
郵
送
先
へ
郵
便
ま 

　
　
　
　

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

郵
送
先　

衣
３
２
９
‐
０
１
０
１

　
　
　
　
野
木
町
友
沼
５
３
１
２
‐
１
１

　
　
　
　

篠
山　

明　
　

宛

　
　
　
　

胃（　

）２
２
６
４

５７

第
４
回
オ
ー
タ
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

問
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

　

菅
野　

信　

撒（　

）４
４
９
６

５７

日　

時　

９
月　

日（
木
）

１１

　
　
　
　

受
付　

８
時　

分
～

２０

　
　
　
　

※
予
備
日
９
月　

日（
金
）

１２

会　

場　
あ
じ
さ
い
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格　

会
員
及
び
町
在
住
在
勤
者

参
加
料　

５
０
０
円（
会
員
を
除
く
）

　
　
　
　

当
日
徴
収

申　

込　

８
月　

日（
日
）ま
で
に
問

３１

　
　
　
　

い
合
わ
せ
先
へ

第　

回
町
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
秋
季
大
会

３１
問
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

　
鈴
木
裕
子
撒
０
９
０
−
８
５
９
０
−
５
４
４
９

日　

時　

９
月
７
日（
日
）

　
　
　
　

受
付　

９
時
～

会　

場　

町
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格　

野
木
町
及
び
周
辺
市
町
の

　
　
　
　
　

歳
以
上
の
女
子

１８

参
加
料　

１
、
０
０
０
円

抽
選
会　

８
月　

日（
木
）

２８

申　

込　
８
月　

日（
木
）～　

日（
水
）

２１

２７

　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
へ

生涯学習・スポーツ

ス
ポ
ー
ツ

(２１)



問
町
立
図
書
館　

撒（　

）２
８
１
１

５７

夏
の
開
館
時
間

　
　

延
長
の
お
知
ら
せ

　

８
月
の
金
曜
日
（
書
架
整
理
を
の

ぞ
く
）
１
日
・
８
日
・　

日
・　

日

１５

２２

を　

時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

２０

　

皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

　
酸
一
般
書　
　
　

○
常
夜　
　
　
　
（
石
川　

緑
）小
説

○
日
本
の
決
意　
（
安
倍
晋
三
）社
会

○
は
た
ら
く
こ
と
は
生
き
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
（
小
板
孫
次
）社
会

○
赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
で
あ
そ
ぼ
う
外

　
　
　
　
　
（
金
澤
和
子
）図
書
館
学

○
プ
レ
ゼ
ン
ト　
（
若
竹
七
海
）小
説

酸
児
童
書

○
戦
場
の
オ
レ
ン
ジ

　
（
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
レ
ア
ー
ド
）英
米
文
学

○
王
さ
ま
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
（
寺
村
輝
夫
）絵
本

○
あ
た
ら
し
い
子
が
き
て

　
　
　
　
　
　
　
（
岩
瀬
成
子
）小
説

○
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
と
イ
ル
カ

　
　
　
　
　
（
ド
リ
ア
ン
助
川
）絵
本

※
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
蔵
書

　

検
索
→
新
着
資
料
検
索
）
か
ら
検

　

索
で
き
ま
す
。

※
貸
出
中
の
場
合
は
予
約
が
で
き
ま

   
す
。お

は
な
し
会
の
予
定

☆
グ
レ
ー
ス
森

　

８
月
は
お
休
み
で
す

☆
ピ
ノ
キ
オ

　

８
月　

日
・　

日
・　

日

１２

１９

２６

　
　

火
曜
日　
　

時
～　

時　

分

１１

１１

２０

　
　

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　
　

♪
手
あ
そ
び

　
　

対
象
：
幼
児

　

８
月　

日（
土
）　
時　

分
～　

時

１６

１４

３０

１５

　
　

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　
　

♪
手
あ
そ
び
♪
工
作

　
　

対
象：

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

☆
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
（
図
書
館
職
員
）

　

８
月
９
日（
土
）　
時　

分
～　

時

１４

３０

１５

　
　

♪
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　
　

♪
工
作
な
ど

　
　

対
象：

４
歳
位
か
ら
小
学
生

※
会
場
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

　

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
映
画
会

　　
「
塔
の
上
の
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
」

日　

時　

８
月
２
日（
土
）

　
　
　
　
　

時
～　

時　

分

１４

１５

４０

会　

場　

２
Ｆ
ホ
ー
ル

図
書
館
シ
ネ
マ

　　

大
人
向
け
の
映
画
会
を
開
催
し
ま

す
。

作
品
名 

「
猿
の
惑
星　

創
世
記（
ジ
ェ
ネ
シ
ス
）」

日　

時　

８
月　

日（
土
）

３０

　
　
　
　
　

時
～　

時　

分

１４

１５

５０

会　

場　

２
Ｆ
ホ
ー
ル

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
で　

　
　
　
　
　

あ
そ
ぼ
う
外

　

日　

時　

９
月
４
日（
木
）

　
　
　
　
　

時
～　

時　

分

１１

１１

３０

会　

場　

２
Ｆ
ホ
ー
ル

対　

象　

０
～
２
歳

主　

催　
よ
ち
よ
ち
く
ら
ぶ
・
ひ
よ
こ
の
会

申　

込　
図
書
館
に
来
館
ま
た
は
電
話

図
書
館
フ
ロ
ア
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　　

８
月　

日
（
土
）　

時　

分
頃
か

３０

１５

３０

ら
約　

分
間
、
図
書
館
１
Ｆ
カ
ウ
ン

３０

タ
ー
前
で
コ
ー
ラ
ス
の
フ
ロ
ア
ー
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

会
場
の
都
合
上
、
当
日
の
お
席
は

数
席
の
み
で
す
。
図
書
館
を
ご
利
用

の
際
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
静
か
な
環
境
で
図
書
館
資

料
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
フ
ロ

ア
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
時
間
中
の
み
２

Ｆ
研
修
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

スポーツ・としょかん

と
し
ょ
か
ん

(２２)



親
子
読
書
講
演
会

「
絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
で　
　
　

　
　
　
　
　
　

楽
し
い
子
育
て
」

　

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
は
子
ど
も
の

ペ
ー
ス
に
寄
り
添
っ
た
遊
び
で
す
。

毎
日
の
中
に
プ
ラ
ス
し
て
、
楽
し
い

子
育
て
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

日　

時　
９
月
６
日（
土
）　

時
～　

時

１０

１２

会　

場　

野
木
町
立
図
書
館　

　
　
　
　

２
F
ホ
ー
ル

講　

師　

石
川
道
子　

先
生

対　

象　

ど
な
た
で
も
、
絵
本
や
子

　
　
　
　

育
て
に
関
心
の
あ
る
方

定　

員　

先
着　

名
５０

申　

込　
８
月
５
日（
火
）～
カ
ウ
ン
タ

　
　
　
　
  
ー
ま
た
は
電
話
申
込
み

※
小
さ
な
お
子
様
連
れ
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
有
り
ま
す
。
ご
希

　

望
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
か
ん
た
ん
な
手
作
り
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。

布
絵
本
製
作
体
験
講
座

　

す
べ
て
の
お
子
さ
ん
が
「
見
て
、

さ
わ
っ
て
、
楽
し
め
る
」
布
で
で
き

た
絵
本
を
製
作
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　

時　
　

月
９
日
・　

日
、

１０

２３

　
　
　
　
　

月　

日
・　

日

１１

１３

２７

　
　
　
　
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

時　

間　
　

時
～　

時

１４

１６

講　

師　

ひ
ま
わ
り
糸
の
会

作　

品　
「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
」

材
料
費　

５
０
０
円

定　

員　
　

名
１０

対　

象　

町
在
住
者
で
全
４
回
参
加

　
　
　
　

で
き
、
布
絵
本
製
作
に
興 

　
　
　
　

味
の
あ
る
方
。

申　

込　
８
月
１
日（
金
）～　

日（
日
）

３１

　
　
　
　
（
休
館
日
を
除
く
）

　
　
　
　

定
員
に
な
り
次
第
締
切

申
込
方
法　
材
料
費
を
添
え
直
接
図
書
館
へ

利
用
者
の
利
便
性
を
配
慮
し 

　

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
ま
す

①
祝
日
月
曜
日
を
開
館

　

祝
日
・
振
替
休
日
の
月
曜
日
を
開

　

館
し
ま
す
。

　
　

河
９
月　

日（
月
）敬
老
の
日

１５

　
　

河　

月　

日（
月
）体
育
の
日

１０

１３

②
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

　

心
身
障
が
い
者
等
、
図
書
館
へ
の

　

来
館
が
困
難
な
方
の
た
め
の
サ
ー

　

ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

③
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
を
常
設

　

年
末
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
、
毎
月
の

　

ミ
ニ
リ
サ
イ
ク
ル
市
に
代
わ
り
、

　

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
し

　

ま
す
。
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち

　

し
て
お
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
布
絵
本
製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
 
ひ
ま
わ
り
糸
の
会
」

　　

布
絵
本
を
製
作
し
て
い
る
ひ
ま
わ

り
糸
の
会
は
、
今
年
結
成　

周
年
を

１０

迎
え
ま
し
た
。
毎
月
、
第
２
、
４
木

曜
日
に
布
絵
本
を
手
作
り
す
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

始
ま
り
は
、
平
成　

年
５
月
。
図

１６

書
館
講
演
会
の
中
で
布
絵
本
が
紹
介

さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

「
心
豊
か
な
大
人
に
成
長
す
る
た
め
、

幼
児
期
に
愛
情
を
た
っ
ぷ
り
感
じ
な

が
ら
本
を
読
む
大
切
さ
」
を
知
り
ま

し
た
。
会
場
に
は
心
温
ま
る
布
絵
本

が
沢
山
展
示
さ
れ
て
お
り
、
ど
れ
も

色
彩
豊
か
で
、
夢
が
あ
り
、
感
動
の

連
続
で
し
た
。　

　

野
木
町
の
図
書
館
で
も
、
布
絵
本

を
置
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
触
れ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
に
な
っ
た

仲
間
が
集
ま
り
、
布
絵
本
製
作
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

布
絵
本
は
、
布
や
ボ
タ
ン
、
ひ
も
、

ス
ナ
ッ
プ
を
材
料
に
し
た
「
見
て
、

さ
わ
っ
て
、
楽
し
め
る
絵
本
」で
す
。 

　
目
で
見
る
だ
け
で
な
く
、
触
れ
て
遊

べ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
絵
本
で
あ
る

た
め
、
す
べ
て
の
お
子
さ
ん
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
ま
す
。

　

図
書
館
で
作
品
の
貸
出
し
を
す
る

他
、
毎
年
、
布
絵
本
製
作
体
験
講
座

を
開
催
し
、
受
講
生
に
小
さ
な
作
品

づ
く
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
近
年
で
は
、
布
絵
本
の
全
国
大

会
に
作
品
を
出
品
し
て
、
各
地
の
団

体
と
交
流
会
を
し
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は

あ
り
ま
す
が
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
と

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
完
成
し
た

作
品
が
、
こ
れ
か
ら
も
子
育
て
の
役

に
立
つ
こ
と
を
信
じ
、
ま
た
、
布
絵

本
を
通
し
て
本
に
親
し
む
素
晴
ら
し

さ
を
伝
え
る
活
動
に
励
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

としょかん

 
シ
リ
ー
ズ 

キ
ラ
リ
と
光
る
読
書
の
ま
ち
野
木
宣
言

(２３)

ひまわり糸の会活動の様子



　

新
橋
児
童
館

問
撒（　

）９
１
５
５

５７

 　

休
館
日　

８
月
６
日（
水
）

　

新
橋
児
童
館
で
は
夏
休
み
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
り
ま

す
。
お
盆
中
も
開
館
し
て
い
ま
す
の

で
た
く
さ
ん
遊
び
に
来
て
下
さ
い
ね
。

　

興
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

暑
さ
を
み
ん
な
の
元
気
と
笑
顔
で

吹
き
飛
ば
そ
う
！
楽
し
い
夏
ま
つ
り

を
や
り
ま
す
。
遊
び
に
来
て
ね
★

【
小
学
生
バ
ー
ジ
ョ
ン
】

日　

時　

８
月
８
日（
金
）　

時
～

１５

対　

象　
原
則
小
学
生
以
上
で
す
が
、
ご
兄
弟

　
　
　
　
　
　

の
場
合
は
幼
児
も
参
加
可
能
で
す
。

内　

容　

遊
び
の
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　
射
的
・
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

　
　
　
　
　
ト
・
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い

　
　
　
　
 
ア
イ
ス
配
布（
時
間
限
定
）

【
幼
児
バ
ー
ジ
ョ
ン
】

日　

時　
８
月
９
日（
土
）　

時　

分
～

１０

３０

対　

象　
原
則
小
学
生
未
満
で
す
が
、
ご
兄
弟

　
　
　
　
　
　

の
場
合
は
小
学
生
も
参
加
可
能
で
す
。

内　

容　

お
み
こ
し
（
外
で
実
施
）

　
　
　
　
遊
び
の
ひ
ろ
ば
・
ア
イ
ス

　
　
　
　
配
布
・
写
真
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　

お
下
が
り
会

参
加
料　

無
料

申　

込　

必
要
あ
り
ま
せ
ん

そ
の
他　
外
で
遊
ぶ
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
た

　
　
　
　
　

め
帽
子
・
水
筒
を
持
っ
て
来
る
事

　
　
　
　
　

を
お
勧
め
し
ま
す
。　

　

興
キ
ッ
ズ
シ
ア
タ
ー

　

手
づ
く
り
メ
モ
帳
に
會
ぱ
ら
ぱ
ら

マ
ン
ガ
偕
を
作
っ
て
、
素
敵
な
お
話

を
作
っ
て
み
よ
う
。

日　

時　
８
月
１
日（
金
）～
５
日（
火
）

　
　
　
　
　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

　
　
　
　
　

時
～　

時

１５

１６

対　

象　

小
学
生
以
上

参
加
料　

無
料

申　

込　

当
日
直
接
児
童
館
へ

　

興
思
い
デ
コ
（
中
学
生
以
上
）　

　

素
敵
な
写
真
立
て
や
写
真
入
り
カ

ー
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

日　

時　
《
カ
ー
ド
》

　
　
　
　
８
月
１
日（
金
）～　

日（
金
）

１５

　
　
　
　
《
写
真
立
て
》　　

　
　
　
　
８
月　

日（
土
）～　

日（
日
）

１６

３１

　
　

※
作
業
時
間
は　

分
く
ら
い
で
す
。

４５

　
　

※
６
日（
水
）・
８
日（
金
）・
９
日（
土
）は
除
く
。

対　

象　

中
学
生
以
上

参
加
料　

無
料

申　

込　

当
日
直
接
児
童
館
へ

　

興
読
み
聞
か
せ
会
（
幼
児
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ
る
お
話

会
で
す
。
素
敵
な
お
話
で
楽
し
い　
３０

分
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

日　

時　

８
月　

日（
水
）　

時
～

２０

１１

対　

象　

幼
児
と
保
護
者　

参
加
料　

無
料

申　

込　
８
月　

日（
日
）ま
で（
電
話
可
）

１０

　

興
楽
し
い
手
芸
教
室

　

プ
ラ
バ
ン
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

日　

時　
　
８
月　

日（
金
）～　

日（
日
）

２２

２４

　
　
　
　
　
①　

時　

分
～
②　

時
～

１０

３０

１１

　
　
　
　
　
③　

時　

分
～
④　

時
～

１１

３０

１４

　
　
　
　
　
⑤　

時　

分
～
⑥　

時
～

１４

３０

１５

　
　
　
　
　
⑦　

時　

分
～

１５

３０

　
　
　
　
　

※
各
回
５
名
程
度

対　

象　
　

３
歳
以
上
の
利
用
者

参
加
料　
　

無
料

申　

込　
　
①
～
⑦
の
時
間
で
お
好
き
な

　
　
　
　
　
時
間
を
お
選
び
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

日（
木
）ま
で（
電
話
可
）

２１

　

興
ハ
ッ
ピ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

　

８
月
の
ク
ッ
キ
ン
グ
は
…
な
ん
ち

ゃ
っ
て
ト
ル
コ
ア
イ
ス
で
偐
ク
ー
ル

な
パ
フ
ェ
僑
を
作
り
ま
す
。

日　

時　

８
月　

日（
土
）

３０

　
　
　
　
（
幼
児
対
象
）　

時　

分
～　

時

１０

３０

１２

　
　
　
　
（
小
学
生
対
象
）　

時
～　

時　

分

１４

１５

３０

対　

象　
午
前
と
午
後
で
分
か
れ
て
い
ま

　
　
　
　
　

す
が
、
兄
弟
の
場
合
は
こ
の
限

　
　
　
　
　

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

参
加
料　

一
人　

１
０
０
円

申　

込　
８
月　

日（
木
）ま
で（
電
話
不
可
）

２８

幼
児
ク
ラ
ブ

　

８
月
の
幼
児
ク
ラ
ブ
は
…
水
遊
び

で
す
。
水
着（
水
遊
び
用
オ
ム
ツ
）・

タ
オ
ル
・
帽
子
を
必
ず
持
参
し
て
下

さ
い
。
室
内
遊
び
も
出
来
ま
す
。

　

興
よ
ち
よ
ち
ぐ
み

日　

時　
８
月　

日（
水
）お
誕
生
日
会

２７

　
　
　
　
　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

１５

対　

象　

０
～
１
歳
６
か
月
の
親
子

参
加
料　

無
料

申　

込　

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
ひ
よ
こ
ぐ
み
・
ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ
ぐ
み

ひ
よ
こ
ぐ
み（
全
火
曜
日
）

　
８
月
５
日
・　

日
・　

日
（
お
誕
生
日
会
）

１９

２６

ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ
ぐ
み（
全
木
曜
日
）

　
８
月
７
日
・　

日
・　

日
（
お
誕
生
日
会
）

２１

２８

ど
ち
ら
も　
時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

幼
児
と
保
護
者

参
加
料　

無
料

申　

込　

当
日
直
接
児
童
館
へ

こどもひろば

こ
ど
も
ひ
ろ
ば

(２４)



あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

問
撒（　

）１
４
４
０

５4

　

興
乳
幼
児
教
室
ぴ
よ
ぴ
よ
組

　

夏
の
お
楽
し
み
会
の
か
わ
い
い
飾

り
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

　
８
月
５
日（
火
）お
楽
し
み
会
の
飾
り
制
作

　
８
月　

日（
火
）ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

２６

　
　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

０
～
１
歳
未
満
の
親
子

定　

員　
　

組
２０

参
加
料　

無
料

申　

込　
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

　

興
乳
幼
児
教
室
う
さ
ぎ
組

　

親
子
ヨ
ガ
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
て
心
も
体
も
デ
ト
ッ
ク
ス
し
ま
し

ょ
う
。

日　

時

　
８
月　

日（
水
）お
楽
し
み
会
の
飾
り
制
作

２０

　
８
月　

日（
水
）さ
わ
や
か
親
子
ヨ
ガ

２７

　
　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

１
歳
～
就
学
前
の
親
子

定　

員　
　

組
２０

参
加
料　

無
料

申　

込　
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

　

興
自
然
の
森
探
検

　
み
ん
な
で
森
を
探
検
し
よ
う
！
め
ず

ら
し
い
昆
虫
に
出
会
え
る
か
も
…
？

日　

時　
８
月
７
日（
木
）

　
　
　
　
　

時　

分
～　

時

１０

３０

１２

対　

象　

小
学
生

定　

員　
　

名
２０

参
加
料　

無
料

申　

込　

８
月
５
日（
火
）ま
で
に
児

　
　
　
　

童
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
可
）

　

興
み
ん
な
で
ド
レ
ミ

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
♪

日　

時　
８
月
８
日（
金
）

　
　
　
　
　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

２
歳
～
就
学
前
の
親
子

定　

員　
　

組
２０

参
加
料　

無
料

申　

込　
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
マ
マ
と
一
緒
にEnjoy

Engllish

　

英
語
に
興
味
を
も
つ
き
っ
か
け
作

り
に
い
か
が
で
す
か
？

日　

時　

８
月　

日（
月
）

１８

　
　
　
　
　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

２
歳
～
就
学
前
の
親
子

定　

員　
　

組
２０

参
加
料　

無
料

申　

込　
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
夏
休
み
お
楽
し
み
会

　

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
の
お
楽

し
み
会
で
す
。
ぜ
ひ
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
。

日　

時　
８
月　

日（
日
）　

時
～　

時

２４

１３

１６

※
当
日
は
準
備
と
片
付
け
の
た
め
左

　

記
の
時
間
は
閉
館
と
な
り
ま
す
。

　
　
９
時
～　

時
、　

時
～　

時

１３

１６

１８

対　

象　

全
利
用
者

参
加
料　

無
料

申　

込　
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

蕎
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
輪
投
げ
、
射
的

　

夏
祭
り
な
ら
で
は
の
遊
び
だ
よ
外

蕎
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル

　

親
子
や
お
友
だ
ち
で
お
そ
ろ
い
の

作
品
を
作
っ
て
み
て
は
い
か
が
？

時　

間　
　

時
～　

時

１３

１４

※
材
料
が
無
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

蕎
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

大
人
も
子
ど
も
も
夏
の
ス
ト
レ
ス

を
癒
し
ま
し
ょ
う
。

時　

間　
　

時
～　

時

１３

１４

こ
の
他
、
囲
碁
や
将
棋
の
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
す
。

蕎
和
太
鼓
鑑
賞
・
体
験

　

か
っ
こ
い
い
和
太
鼓
の
演
奏
を
近

く
で
見
ら
れ
る
よ
外

時　

間　
　

時
～　

時

１４

１５

蕎
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

　

お
祭
り
の
最
後
は
ビ
ン
ゴ
で
運
試

し
外
全
員
が
参
加
で
き
ま
す
よ
外

時　

間　
　

時　

分
～　

時

１５

３０

１６

　

興
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
挑
戦

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や
っ
た
こ
と
が

な
い
人
も
歓
迎
外

日　

時　
８
月　

日（
木
）

２８

　
　
　
　
　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

小
学
生
～
高
校
生

定　

員　
　

名
２０

参
加
料　

無
料

申　

込　
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

　

興
昔
あ
そ
び

　

大
人
に
と
っ
て
は
な
つ
か
し
い
昔

あ
そ
び
も
子
ど
も
に
と
っ
て
は
新
し

い
あ
そ
び
外

日　

時　
８
月　

日（
金
）

２９

　
　
　
　
　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

小
学
生
～
高
校
生

定　

員　
　

名
２０

参
加
料　

無
料

申　

込　
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

　

興
お
は
な
し
ラ
ン
ド

　

た
く
さ
ん
の
お
話
を
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
♪

日　

時　
９
月
１
日（
月
）

　
　
　
　
　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

２
歳
～
就
学
前
の
親
子

定　

員　
　

組
２０

参
加
料　

無
料

申　

込　
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

　

要
予
約
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

本
人
又
は
家
族
の
分
の
み
の
申
込
み

と
な
り
ま
す
。

こどもひろば

(２５)



※年末年始・お盆などは、お休みの場合もありますので、事前に各問い合わせ先へご確認ください。

問い合わせ先相談員内容・対象場　所日　時名　称

幼児ことばの

教室

撒（５７）４１８９

言語聴覚士
ことばの発育で気

になる事など

幼児ことばの教室

（町武道館裏）

（窓口：こども教育課）

月～金曜日（祝日を除く）
 ９時３０分～１２時
１３時～１７時

幼児ことば

の 教 室

こども教育課

撒（５７）４１６７
相談員

児童生徒・保護者
の方の悩み、教育
に関する相談

町こども教育課
月～金曜日（祝日を除く）
 ９時～１２時
１３時～１７時

教 育 相 談

あすなろ教育相談室

撒（５７）４１８９
相談員

不登校に関する相

談

あすなろ教育相談室

（町武道館裏）

月～金曜日（祝日を除く）
 ９時～１２時
１３時～１５時

あ す な ろ

教育相談室

法テラス栃木
撒０５０３３８３－５３９５相談員法的な困りごと

法テラス栃木
（サポートダイヤル）
撒０５７０－０７８３７４

月～金曜日
 ９時～１２時
１３時～１６時

法テラス栃木

司法書士会

撒０２８（６１４）１１２２
司法書士

不動産関係、会社関

連、裁判所手続関連、

成年後見関連の相談、

供託、消費者金融会

社等の借金整理

【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室
【電話相談】
撒０２８（６５１）５００８

【小山会場】
　毎月第３土曜日（要予約）
　１０時～１５時
【電話相談】
　毎週土曜日
　１０時～１５時

栃木県司法書士会

総合相談センター

小山労政事務所

撒0285（22）4032
産業カウンセラー

職場でストレスやメ
ンタルヘルス不調を
抱えている方、その
ご家族や上司・同僚
の方からの相談

小山労政事務所
県庁小山庁舎３階

毎月第４金曜日　
１３時３０分
　～１６時３０分

働く人のメンタル

ヘルス相談

行政書士会

撒028(635)1411
行政書士

成年後見・相続・遺

言・契約書・許認可

電話相談

撒０２８（６３８）０９１９

月～金曜日（祝日を除く）

 ９時～１７時

行政書士電話

相談センター

宇都宮地方法務局

撒０５７０(００３)１１０
相談員

近隣間のトラブル、
高齢者に対する虐待、
障がい者に対する差
別や偏見などの相談

電話相談

撒０５７０（００３）１１０

（全国共通）

平日
 ８時３０分
　～17時１５分

み ん な の

人権１１０番

宇都宮地方法務局

撒０５７０(００３)１１０
相談員

夫・パートナーから
の暴力やストーカ
ー行為、女性に対す
る差別など、女性を
めぐる様々な相談

電話相談

撒０５７０（０７０）８１０

（全国共通）

平日

 ８時３０分

　～１７時１５分

女性の人権

ホットライン

町民生活部生活環境課

撒（５７）４１５４
町職員

配偶者・パートナー
からの身体的、精
神的、性的などの
暴力に対する相談

町生活環境課

月～金曜日（祝日を除く）

 ８時３０分

　～１７時１５分

DV相談

宇都宮地方法務局

撒０５７０(００３)１１０
相談員

「いじめ」、虐待な
ど、子どもの人権
問題に関する相談

電話相談

撒0120（007）110

（全国共通）

平日

 ８時３０分

　～１７時１５分

子ども人権

　　１１０番

こども教育課

撒（５７）４１３８
町職員
相談員

児童虐待について
の相談・通告

町公民館内こども教育課
撒０２８０（５７）４１３８
（休日・夜間）
児童虐待緊急ダイヤル
撒０２８（６６５）３６７７

月～金曜日（祝日、年末年始を除く）

 ８時３０分

　～１７時１５分

児童虐待相談

栃木いのちの
電話事務局

撒０２８（６２２）７９７０
相談員自殺予防相談

電話相談

撒０１２０（７３８）５５６

毎月１０日 ８時

　　～１１日 ８時

フリーダイヤル
「自殺予防
　いのちの電話」

一般社団法人社会的包
摂サポートセンター
死admin@279338.jp

相談員
生活の困窮、心の悩み、
暴力被害、仕事、自殺
念慮などの幅広い悩み

電話相談

撒０１２０（２７９）３３８
２４時間いつでも

よりそい

ホットライン

（社）日本産業カ

ウンセラー協会

撒０３(５４０８)８６５１

相談員

働く人のメンタルヘ
ルス・ポータルサイト
心の健康確保と自
殺や過労死の予防

インターネットでの相談

http://kokoro.mhlw.go.jp/
２４時間いつでもこころの耳

(２６)



 相談コーナー
問い合わせ先相談員内容・対象場　所日　時名　称

町社会福祉協議会

撒（５７）３１００

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

日頃の悩みなど日

常生活について

町老人福祉センター

（ホープ館）

８月６日（水）・２０日（水）
 １０時～１２時

心配ごと相談

町民生活部生活環境課

撒（５７）４１３２

人権擁護委員

行政相談委員

人権侵害の悩みや
役所などが行って
いる仕事に対する
疑問や相談

町老人福祉センター

（ホープ館）

８月６日（水）

 ９時～１２時

人権・行政

合 同 相 談

新橋児童館

撒（５７）９１５５
子育てサロン相談員子育てについて新橋児童館８月はありません

子育てサロン

あかつか児童センター

撒（５４）１４４０

センター職員

子育てサロン相談員
子育てについてあかつか児童センター

８月１１日（月）・２５日（月）

 １０時～１２時

町社会福祉協議会

撒（５７）３１００
保健師

健康管理や健康指

導について

町老人福祉センター

（ホープ館）

８月１５日（金）

９時３０分～１１時３０分
健 康 相 談

行政書士会小山支部
撒0285（32）3090

行政書士

相続や遺言、農地転
用、開発行為など
・予約制
・随時受付先着４名

町老人福祉センター

（ホープ館）

８月２７日（水）

 １０時～１２時

行 政 書 士

専 門 相 談

野木町地域包括

支援センター

撒（５７）２４００

保健師

社会福祉士

介護支援専門員

高齢者についての

介護相談・総合的

な相談

友沼５８４０－７

町老人福祉センター

（ホープ館）

月～金曜日
　８時３０分
　～１７時１５分
（緊急時は上記以外でも）

野木町地域包括

支援センター

ライフサポート
センターゆめ
撒（３３）３６２４

相談支援専門員
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとそのご家族など

丸林６３０－４

グランツブリーゼ

月～土曜日
８時３０分
　～１７時３０分

ライフサポート

センターゆめ

みらい
撒（５７）２６７３

相談支援専門員
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとそのご家族など

丸林３７１－１２
月～金曜日
１０時～１７時

み ら い

町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１７１保健師・栄養士健康・子育てにつ

いて町保健センター
毎週水曜日
（受付）９時３０分～１１時 
※８/１ ４ (水)はお休みです

健康・育児
相 談

町ボランティア支援
センター（きらり館）
撒（２３）１２３１

コーディネーター
ボランティアにつ
いて

町ボランティア
支援センター
（きらり館）

火～日曜日

９時～１８時

ボランティア

相 談

町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１９６町職員

障がい者の虐待に
ついての相談・通
報

○来所
　町保健センター
○電話相談
　（平日）（５７）４１９６
　(休日・夜間)
　０９０（３２４６）２２６０

（来所）月～金曜日
　　   （祝日を除く） 
　　　 ８時３０分
　　　　～１７時１５分
（電話）随時

野 木 町 障 が
い 者 虐 待 防
止 セ ン タ ー

町消費生活センター

撒(23)１３３３
相談員

契約や取引に関する
消費者トラブル

町産業課内

消費生活センター

平日
　９時～１２時
　１３時～１６時

消費生活相談

道しるべ
撒（５５）００４９専門相談員

相続、遺言、成年後見、
離婚、母子家庭、起業
（会社設立）、葬儀、墓
地、外国人のビザなど

友沼4690ー1
（出張）応相談

（電話）毎日
　８時～２２時
（来所）毎日【要予約】
　９時～２０時

道  し  る  べ

町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１９６カウンセラーメンタルヘルス相談町保健センター

８月３０日（土）
１０時～１２時
（要事前予約）

こころの相談

(２７)



三
国
サ
ミ
ッ
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト
情
報

ゆ～らんど（野木町健康センター）　お知らせ
　
★ゆ～らんどでは　毎週土曜日　農産物直売
　　　　　　　　　毎週日曜日　菓子パンなどの販売をしております
　出品者の募集も行っていますのでお問い合わせください。
★日本矯体療術師協会指導者“日向野トシ先生”による手技療法治療を実施します。（毎週金曜日）
★のぎ健康院による骨盤矯正施術を実施します。（毎週水曜日）
★“平日 木・金曜日”多目的ホールを子どもたちの遊具を設置した親子室として無料開放しております。
　※ゆ～らんどに入館する際に別途入場料が必要になります。
★馬場純子先生による‘やさしいヨガ教室’を開催しております。（毎週月曜日、１０時３０分～１１時３０分）
★平日おべんとう・お惣菜の販売をしています。（ダイニングでめきん　１１時３０分～１３時３０分・１７時３０分～１９時）
★優しい甘さ・どこか懐かしい、ゆ～らんどオリジナル“ゆ～らんど饅頭”の販売を開始いたしました。
★８月のお風呂　温泉…（男女露天風呂）９日（土）・1０日（日）・2３日（土）・2４日（日）《西那須野温泉大鷹の湯》
★第2回ゆ～らんど秋祭りのお知らせ　9月27日（土）10：30～
　今年もアマチュアカラオケ大会を開催致しますので、ご希望の方はゆ～らんどまで
※電話受付は致しませんのでご了承下さい。　尚、定員数になり次第締め切らせていただきます。
★開館時間　10時～２０時　酒類の持ち込み禁止　
○都合により、変更、臨時休館になる場合がございます。詳しくはお問い合わせください。

　住所　野木町南赤塚１５１４
　電話　０ ２ ８ ０－５ ７－０ ７ ５ ５
　指定管理者　宮ビルサービス （株）
　休館日　火曜日

(２８)

　

古
河
市
（
茨
城
県
）

算
第　

回
企
画
展

１８

　

「
神
社
の
見
張
り
番
～
古
河
の
狛
犬
～
」

　

参
道
狛
犬
と
し
て
は
茨
城
県
内
最
古
の
頼

政
神
社
の
狛
犬
（
元
禄
９
年
造
立
）
を
は
じ

め
、
古
河
市
内
の
神
社
に
鎮
座
す
る
狛
犬
を

写
真
パ
ネ
ル
に
よ
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

日　

時　

９
月　

日（
月
）ま
で

２９

　
　
　
　
　

時
～　

時

１０

１８

休
館
日　

８
月　

日（
月
）・　

日（
金
）、

１８

２９

　
　
　
　

９
月　

日（
火
）・　

日（
水
）

１６

２４

場　

所　

三
和
資
料
館
展
示
室

 
問　

燦
S
U
N
館（
三
和
図
書
館
資
料
館
）

撒
０
２
８
０（　

）１
５
１
１

７５

加
須
市
（
埼
玉
県
）

算
オ
ニ
バ
ス
・
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
が
見
ご
ろ
で
す

　

埼
玉
県
唯
一
の
自
生
地
で
、

鋭
い
と
げ
の
あ
る
大
き
な
葉

を
水
面
に
広
げ
鮮
や
か
な
赤

紫
色
の
可
憐
な
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
早
朝
に
開
花
し
、
８
月

下
旬
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

と
こ
ろ　

オ
ニ
バ
ス
自
生
地

　
　
　
　

（
北
川
辺
総
合
支
所
か
ら
東
へ
１
㎞
）

 
問　

北
川
辺
総
合
支
所
環
境
経
済
課

　
　
　
　
　
　

撒
０
２
８
０（　

）１
２
０
５

６１

　

休
耕
田
に
薄
紫
色
の
ホ
テ
イ

ア
オ
イ
が
咲
い
て
い
ま
す
。
水

に
浮
か
ん
だ
辺
り
一
面
に
広
が

る
景
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

９
月
下
旬
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

と
こ
ろ　

道
の
駅「
童
謡
の
ふ
る
里
お
お
と
ね
」周
辺

 
問　

米
米
倶
楽
部
撒
０
４
８
０（　

）２
１
１
１

７２

　

ま
た
は
、
大
利
根
総
合
支
所
環
境
経
済
課

撒
０
４
８
０（　

）１
３
１
９

７２



投 
稿

元
気
な
子
ど
も
た
ち
で
一
杯

『
み
ん
な
で
あ
・
そ
・
ぼ
』

子
ど
も
祭
り

　

第
9
回
子
ど
も
ま
つ
り
『
み
ん
な

で
あ
・
そ
・
ぼ
』
は
、
７
月
５
日

（
土
）
町
の
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
達
と
そ
の
ご
父
兄 

２
０
０
名
以
上
の
方
が
、
大
き
な
七

夕
飾
り
、
町
の
人
気
者
の
ぎ
の
ん
、

ひ
ま
わ
り
サ
ン
ち
ゃ
ん
に
出
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
祭
り

は
、
民
生
委
員

の
皆
さ
ん
に
よ

る
手
作
り
の
お

祭
り
で
す
。

　

ゲ
ー
ム
、
も

の
づ
く
り
、
昔

遊
び
、
折
り
紙
、

そ
し
て
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
ど

の
コ
ー
ナ
ー
も
小
さ
い
お
子
さ
ん
や

小
学
生
で
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。
一

緒
に
来
た
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
も
昔

に
も
ど
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
楽
し
い
2
時
間

が
過
ぎ
去
り
、
帰
り
に
は
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
や
お
菓
子
を
頂
き
、
自
分
た
ち

で
作
っ
た
お
面
や
小
さ
な
七
夕
飾
り

を
手
に
、
の
ぎ
の
ん
、
ひ
ま
わ
り
サ

ン
ち
ゃ
ん
に
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

熱

中

症

に

ご

注

意

を

外　

　

暑
さ
が
厳
し
い
時
期
と
な
り
ま
し

た
。「
熱
中
症
」
は
、
高
温
多
湿
の
環

境
に
長
く
い
る
こ
と
で
、
徐
々
に
体

内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、
体
温
調
整
機
能
が
う
ま
く
働
か

な
く
な
り
、
体
内
に
熱
が
こ
も
っ
た

状
態
を
い
い
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、
屋
外
で
も
屋
内
で
も

起
こ
り
う
る
も
の
で
す
。
エ
ア
コ
ン

を
使
用
し
た
り
、
日
傘
や
帽
子
を
着

用
し
暑
さ
を
避
け
、
の
ど
の
渇
き
を

感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
を

補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
細
心
の

注
意
を
払
い
、
車
で
お
出
か
け
の
際

は
車
内
の
温
度
管
理
と
十
分
な
水
分

補
給
等
に
注
意
し
、
猛
暑
時
に
お
い

て
は
、
目
を
離
す
こ
と
な
く
保
護
者

の
責
任
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
様
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
体
調

の
変
化
に
気
を
つ
け
、
熱
中
症
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（　

）４
１
7
1 

５７

〈
キ
ラ
輪
号
〉か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
社
会
福
祉
協
議
会
撒（　

）３
１
０
０

５７

　

都
市
整
備
課　

撒（　

）４
１
６
１

５７

　

〈
キ
ラ
輪
号
〉
は
、
町
の
中
な
ら

「
ど
こ
か
ら
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
」
乗

り
降
り
で
き
る
、
公
共
の
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
出
か

け
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
利
用
に
は
あ
ら
か
じ
め

登
録
が
必
要
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
　

８
月
か
ら
折
り
た
た
み
式
の
シ
ル
バ

ー
カ
ー
等
を
持
ち
込
ん
で
乗
車
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
持
ち
込
む

際
は
、
次
の
条
件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１
予
約
受
付
の
際
に
申
し
出
る
こ
と
。

２
持
ち
込
み
時
に
折
り
た
た
ん
で
ト
ラ 

　

ン
ク
に
入
る
大
き
さ
で
あ
る
こ
と
。

３
自
分
で
折
り
た
た
み
が
で
き
る
こ
と
。

※
持
ち
込
め
る
台
数
は
、
各
車
１
台
で
す
。

※
一
人
で
乗
り
降
り
で
き
な
い
方
の
乗
車 

　

は
、
今
ま
で
ど
お
り
介
助
者
の
同
乗
が 

　

必
要
で
す
。

トピックス ～町の話題・投稿

(２９)

予約センター
緯５４－５５１５
平日８時～
　    １６時３０分

 広　　　告

今すぐ‥完全予約制



(３０)

災

害

に

備

え

て

… 

野

木

町

消

防

団 
 

夏
季
点
検
合
同
水
防
演
習

　

６
月　

日（
日
）、
恒
例
の
消
防
団

２２

夏
季
点
検
が
役
場
駐
車
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
団
長
の
指
揮
の
も
と
、
団

員
た
ち
は
規
律
正
し
く
人
員
・
服
装
・

機
械
器
具
な
ど
の
点
検
を
受
け
ま
し

た
。

　

夏
季
点
検
後
、
野
木
町
・
栃
木
市

合
同
に
よ
る
水
防
演
習
が
、
友
沼
の

下
影
地
先
堤
防
に
お
い
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

小
雨
の
降
る
な
か
、
野
木
町
・
栃

木
市
の
水
防
団
員
が
消
防
野
木
分
署

の
協
力
の
も
と
８
つ
の
工
法
班
に
分

か
れ
て
、
熱
心
に
演
習
を
行
い
ま
し

た
。　

当
日
は
、
川
西
地
区
の
避
難

訓
練
が
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

奥　

修
平
さ
ん
表
敬
訪
問

　

若
林
在
住
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
奥
修
平
さ
ん
が
６
月　

日
に

２３

町
役
場
を
訪
れ
、
真
瀬
町
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　

ア
フ
リ
カ
の
マ
ラ
ウ
イ
に
派
遣
さ

れ
る
奥
さ
ん
は
、
社
会
貢
献
し
た
い

と
い
う
決
意
を
持
ち
、
２
年
間
現
地

で
活
動
さ
れ
る
予
定
で
す
。

栃

木

県

地

方

自

治

功

労

者

表

彰

渡

邉

悦

男　

氏
（

松

原

）

　

町
収
入
役
及
び
町
職
員
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
功
労
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

煉瓦窯の保存修復費用として、

　皆さんの寄附金・募金を受付けています。

産６月末までにご協力いただいた寄附金・募金

　　　寄附金

　　　（内ふるさと納税　　　　          円）

　　　募　金

　　　　計　

　　

 ８，１０４，８５０円 

２，７０４，０００      

　 ９６３，３２６円

９，０６８，１７６円

町内の交通事故

１件数

６
月
累
計

０死者

１傷者

２ ４

(△４)

件数

（増減）

　

年
累
計
（
前
年
比
）

２６

０

(△２)

死者

（増減）

２ ９
(０)

傷者

（増減）

町内の救急出場

６ ２
出場

件数６
月
累
計

５ ９
搬送

人員

　２ ０ ５
　

(△１)

出場

件数

（増減）

　
　

年
度
累
計
（
前
年
比
）

２６

１９ ０
　

(△１)

搬送

人員

（増減）

町内の犯罪発生件数

０空き巣

６
月
累
計

０自動車盗

２車上ねらい

４自転車盗

８
(△９)

空き巣
（増減）

　

年
累
計
（
前
年
比
）

２６

１
(△５)

自動車盗
（増減）

５
(△１ ４)

車上ねら
い（増減）

７
(△９)

自転車盗

（増）

問生涯学習課撒（５７）４１８８

野木町煉瓦窯野木町煉瓦窯をを
未来に残すために　　　未来に残すために！！

トピックス ～町の話題

水防演習の様子

『騎馬戦』

野木第二中学校運動会
　６月２１日（土）、野木第二中学
校において運動会が行われまし
た。当日は暑さも一段落し、と
ても過ごしやすい気候の中、生
徒たちは練習の成果を披露して
いました。
　男子生徒による騎馬戦は、意
地と意地がぶつかり合う白熱し
た戦いを見せ、保護者の皆さん
も熱い応援を寄せていました。



(３１)

法
務
大
臣
感
謝
状

鈴

木

敏

男 

氏
（

川

田

）

　

平
成　

年
３
月　

日
を
も
っ
て
人

２６

３１

権
擁
護
委
員
を
退
任
さ
れ
た
鈴
木
敏

男
さ
ん
が
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
人
権
に
関
す
る
相
談
活
動
や
人
権

の
啓
発
活
動
な
ど
長
年
に
わ
た
り
活

動
さ
れ
ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」伝
達
式

　

７
月
１
日
、
第　

回
「
社
会
を
明

６４

る
く
す
る
運
動
」
の
法
務
大
臣
メ
ッ

セ
ー
ジ
伝
達
式
が
町
長
室
で
行
わ
れ
、

小
山
保
護
区
保
護
司
会
野
木
支
部
と

野
木
町
更
生
保
護
女
性
会
か
ら　

名
１０

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

平
澤
益
夫
野
木
支
部
長
が
法
務
大

臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
真
瀬
町
長
に
伝
達

し
、
そ
の
後
、
会
員
は
野
木
駅
、
町

内
ス
ー
パ
ー
な
ど
３
箇
所
に
分
か
れ

て
、
チ
ラ
シ
入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配

布
し
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

 

 

『
卯
ノ
木
ク
ラ
ブ
が　

周
年
を

35
迎
え
ま
し
た
』

　　

卯
ノ
木
ク
ラ
ブ
は
松
原
四
東
・
西
自

治
会
に
住
む
方
々
で
構
成
さ
れ
、
日

々
の
生
活
に
生
き
が
い
を
与
え
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
プ
館
の
草
刈
り
や
認
知
症
に

つ
い
て
の
研
修
会
を
行
う
な
ど
健
康

増
進
活
動
や
社
会
奉
仕
活
動
な
ど
を

主
な
活
動
内
容
と
し
、
特
に
「
子
ど
も

見
守
り
活
動
」
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

新
橋
小
学
校
児
童
の
下
校
時
の
見

守
り
活
動
に
対
し
て
は
、
栃
木
県
警

察
本
部
長
か
ら
表
彰
状
が
、
ま
た
６

月
に
は
町
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
卯
ノ
木
ク
ラ
ブ
で
は
創
設

以
来
毎
月
「
卯
ノ
木
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
」

を
発
行
し
て

お
り
、
会
員

同
士
の
井
戸

端
会
議
や
東

日
本
大
震
災

被
災
者
救
護

募
金
活
動
な

ど
積
極
的
に

活
動
し
て
い

ま
す
。

　

伺
ご
提
案
や
ご
意
見 

 

　
　
　
　

お
寄
せ
く
だ
さ
い
外

　

町
政
へ
の
ご
提
案
や
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
今
後
の
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

胸
お
手
紙
で

　

宛
先　

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５（
住
所
不
要
）

　
　
　
　

野
木
町
長　

真
瀬
宏
子　

行

胸
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

　

姉
０
２
８
０（　

）４
１
９
０

５７

胸
メ
ー
ル
で

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の

　

「
ご
意
見
箱
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

　

い
。

　
町の封筒に広告を載せませんか？

問  ○総務課　　　撒（５７）４１１９
○こども教育課撒（５７）４１８２

　長３封筒裏面　枠サイズ縦３㎝×横１０㎝程度、
　最大４枠、１色刷り
　【有料掲載の場合】単価 ３円(１枠あたり１枚につき)
　　　　　　　　　  数量 町　　　　　５０,０００通
　　　　　　　　　          教育委員会　１５,０００通

　町と町教育委員会では、公用封筒に掲載する有料広告
または広告入り封筒の寄附を募集しています。

※審査の結果、掲載できないことがあります。
※詳しいことは、お問い合わせください（町ホームページ
　でご覧になることもできます）。

見守り活動の様子

グ
ル
ー
プ
紹
介
№
2

人  
権  
標  
語

　

思
い
や
り
の
言
葉

　
　
　
　

き
っ
と　

だ
れ
か
が
す
く
わ
れ
る

佐
川
野
小
学
校　
 
保
坂 　
 
竜
二 

ほ
さ
か 

り
ゅ
う
じ

　
   
（　

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

２５

トピックス ～町の話題



 

野
木
町
煉
瓦
窯

　
　
　

周
辺
整
備
に
つ
い
て

　　

ひ
ま
わ
り
の
花
が
夏
の
太
陽
に
映
え

る
よ
う
に
、
野
木
町
に
は
、
や
は
り
国

指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
野
木
町
煉
瓦

窯
が
よ
く
似
合
う
と
思
い
ま
す
。
明
治

　

年
に
造
ら
れ
た
平
面　

角
形
の
ホ
フ

２３

１６

マ
ン
式
輪
窯
煉
瓦
製
造
工
場
が
、
よ
く

ぞ
こ
の
野
木
町
に
残
っ
て
く
れ
た
も
の

だ
と
感
謝
す
る
く
ら
い
で
す
。

　

現
在
修
復
中
の
野
木
町
煉
瓦
窯
（
旧

下
野
煉
化
製
造
会
社
煉
瓦
窯
）
は
今
年

の
９
月　

日
に
は
、
ほ
ぼ
完
成
の
見
込

３０

み
で
す
。
そ
の
後
、
見
学
コ
ー
ス
の
整

備
、
防
災
設
備

の
設
置
、
案
内

看
板
の
設
置
な

ど
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で

す
ぐ
一
般
公
開

と
は
な
か
な
か

行
き
ま
せ
ん
の

で
ご
容
赦
下
さ

い
。
ま
た
煉
瓦

窯
の
近
く
に
（
仮
称
）
交
流
セ
ン
タ
ー
を

整
備
す
る
予
定
で
も
あ
り
ま
す
。
来
年

度
の
完
成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の
で

そ
の
点
も
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て

は
、
利
用
方
法
に
つ
い
て
現
在
検
討
中

で
す
。
煉
瓦
窯
、
遊
水
地
に
つ
い
て
の

各
展
示
説
明
室
、
見
学
研
修
室
、
軽
食
・

休
息
コ
ー
ナ
ー
（
厨
房
）、
多
目
的
室
、

地
元
物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
受
付
事
務

室
等
、
現
在
そ
の
利
用
に
つ
い
て
各
方

面
の
方
々
に
よ
る
意
見
を
集
約
し
整
理

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

煉
瓦
窯
を
訪
問
し
て
い
た
だ
い
た
方

が
、
よ
り
多
く
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て

頂
け
る
よ
う
に
、
楽
し
く
交
流
し
学
習

で
き
る
施
設
と
な
る
よ
う
に
準
備
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
丁
度
、
こ
の
煉
瓦
窯
が
あ
る

場
所
は
渡
良
瀬
遊
水
地
の
入
り
口
に
も

位
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基
点
と
し
て
も

大
い
に
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
、
野
木
地
区
町
づ
く
り
協
議
会
の
皆

様
を
は
じ
め
、
よ
り
多
く
の
皆
様
の
ご

意
見
を
聞
き
な
が
ら
有
効
な
活
用
を
考

え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

渡
良
瀬
遊
水
地
の
野
木
町
エ
リ
ア
の

有
効
利
用
に
つ
い
て
も
今
年
度
中
に

「
水
と
緑
と
歴
史
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
｣

を
作
り
上
げ
、
決
定
し
て
い
き
た
い
と

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
ら
ま
た
更
に
遊

水
地
に
も
夢
が
広
が
る
と
思
い
ま
す
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
あ
る
賢
明
な
活
用

に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

現在修復中の野木町煉瓦窯

視
察
研
修
…

煉
瓦
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
と
有
鄰
館
1

　

６
月　

日
、
足
利
・
桐
生
方
面
へ
野
木
町
煉
瓦
窯
を
愛
す
る
会

１２

の
会
員
視
察
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
足
利
市
福
居
町
の
㈱
ト
チ
セ
ン
。
住
宅
街
の
一
角

に
あ
る
こ
ち
ら
は
、
６
連
の
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
の
煉
瓦
造
の
建
物

が
あ
り
、
織
物
の
捺
染
工
場
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
戦
時
中
は
、

軍
需
工
場
と
し
て
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
な
ど
を
製
造
し
て
い
た
そ
う

で
す
。
現
在
、
こ
の
会
社
は
化
成
品
フ
イ
ル
ム
の
染
色
や
特
殊

加
工
な
ど
を
生
産
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ノ
コ
ギ
リ
屋
根
の
建
物
の
奥
に
は
北
棟
・
中
央
棟
・
南
棟
と

い
う
３
棟
の
建
物
が
あ
り
ま
し
た
。
北
棟
は
、
大
正
２
～
５
年

の
創
業
当
時
に
建
築
さ
れ
た
煉
瓦
積
の
建
物
で
す
。
中
央
棟
は
、

昭
和　

年
に
増
築
さ
れ
た
北
棟
同
様
の
建
物
で
、
ラ
ン
カ
シ
ャ

１６

ボ
イ
ラ
ー
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
南
棟
は
、
昭
和　

年
代
後

３０

半
に
増
築
さ
れ
た
鉄
骨
造
の
建
物
で
、
横
置
多
管
式
ボ
イ
ラ
ー

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
正
門
右
に
は
３
５
７
㎡
の

煉
瓦
造
平
屋
建
の
建
物
が
あ
り
ま
し
た
。
煉
瓦
造
の
建
物
や
ラ

ン
カ
シ
ャ
ボ
イ
ラ
ー
は
国
登
録
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
こ
ち
ら
で
使
用
さ
れ
て
い
た
煉
瓦
は
日
本
煉
瓦

製
で
し
た
。
建
物
の
多
く
は
迷
彩
色
が
施
さ
れ
た
跡
が
あ
り
、

戦
時
中
の
苦
労
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。（
続
く
）

ノコギリ屋根に迷彩色跡

ノコギリ屋根は電力不足
時代の照明代わり　　　

　
　
　
　
　
　
  　
　
　
  
野
木
町
煉
瓦
窯
を
愛
す
る
会

ひひ

野木町長
真瀬宏子

No.54

ろ
コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

ひ

ろ
コ
ラ
ム

No.54

(３２)



を
生
や
さ
な
い
な
ど
適
正
な
管
理
に

努
め
る
こ
と
や
町
民
の
皆
様
が
監
視

の
目
を
持
つ
こ
と
で
、
不
法
投
棄
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
場
合
に
は
町
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
土
地
等
の
所
有

者
の
方
や
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が

ら
投
棄
者
の
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

尚
、
不
法
投
棄
に
は
５
年
以
下
の
懲

役
又
は
１
千
万
以
下
の
罰
金
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

　　

シ
リ
ー
ズ 

野
木
町
の
ご
み
処
理

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課
撒（　

）４
２
４
７

５７

㉝
不
法
投
棄
一
斉
監
視
に
つ
い
て

　

５
月　

日
（
土
）
町
環
境
委
員
及
び

２４

平
成
会
（
不
法
投
棄
監
視
委
員
）
の　
５０

名
の
方
々
が
「
と
ち
ぎ
の
環
境
美
化
県

民
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
不

法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
と
不
法
投

棄
物
の
回
収
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
内
の
不
法
投
棄
は
、
こ
れ
ま
で
の

町
環
境
委
員
や
平
成
会
の
皆
様
方
の

ご
努
力
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

場
所
に
よ
っ
て
は
未
だ
に
多
く
の
ご

み
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
特
に
野
木
駅
東
口
を
中
心

に
、
不
法
投
棄
さ
れ
易
い
場
所
等
を
パ

ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
山
林
等
に
捨
て

ら
れ
た
ご
み
を
軽
ト
ラ
ッ
ク　

台
分

１５

と
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
な
ど
回
収
し
ま
し

た
。
分
別
す
れ
ば
ご
み
集
積
所
に
出

せ
る
ご
み
も
多
く
、
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
方
々
か
ら
、
な
ぜ
捨
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
と
の
意
見
も
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
回
収
し
て
も
数
日
後
に
は
同

じ
場
所
に
不
法
投
棄
を
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
多
く
、
不
法
投
棄
を
な
く
そ

う
と
し
て
い
る
皆
様
の
心
を
踏
み
に

じ
る
行
為
は
決
し
て
許
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
土
地
等
の
所
有
者
が
雑
草

広報連絡委員レポート 呉３３９

葛
飾
坂
東
観
音
霊
場
巡
り 

広
報
連
絡
委
員 

鈴
木　

克
幸

　

今
か
ら
３
０
０
年
前
、
坂
東
や
秩

父
の
霊
場
が
遠
方
の
た
め
参
拝
で
き

な
い
人
々
の
た
め
に
、
当
地
（
葛
飾

地
方
）
に　

ヶ
所
の
札
所
を
設
け
、

３４

各
札
所
の
同
意
を
得
て
葛
飾
坂
東
観

音
御
開
帳
が
行
わ
れ
、
以
来　

年
目

１３

の
午
歳
ご
と
に
御
開
帳
が
施
行
さ
れ
、

今
年
も
３
月　

日
か
ら
１
ヶ
月
間
開

１８

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
開
帳
と
は
、
普
段
は
秘
仏
と
さ

れ
て
い
る
札
所
の
本
尊
を
一
般
公
開

す
る
こ
と
で
、
本
尊
の
厨
子
が
開
か

れ
る
こ
と
か
ら
「
御
開
帳
」
と
よ
ば

れ
、
今
年
も　

回
目
を
数
え
、
ち
ょ

２６

う
ど
３
０
０
年
目
の
節
目
の
年
に
な

り
ま
し
た
。

　

栃
木
県
で
唯
一
、
第　

番
札
所
と

31

し
て
加
入
し
て
い
る
野
木
町
の
中
谷

観
音
寺
（
十
一
面
観
音
）
は
、
地
域

で
は
「
あ
か
か
ん
の
ん
」
と
呼
ば
れ
、

良
縁
、
安
産
、
子
育
て
の
観
音
様
と

し
て
敬
わ
れ
、
日
頃
か
ら
参
拝
者
が

絶
え
な
い
観
音
様
で
も
あ
り
、
地
域

住
民
の
深
い
信
仰
心
に
支
え
ら
れ
、

物
心
両
面
に
於
い
て
の
積
極
的
な
支

援
、
協
力
を
得
て
観
音
堂
の
改
修
、

整
備
に
取
組
む
外
、
の
ぼ
り
旗
や
千

羽
鶴
、
吊
る
し
雛
等
多
く
の
奉
納
品

に
よ
り
堂
内
が
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
飾
り
物
に
つ
い
て
も
、
参
拝

さ
れ
る
方
々

の
心
に
残
る

も
の
に
し
よ

う
と
の
意
見

か
ら
、「
古
き

良
き
時
代
の

生
活
展
」
と

し
て
、
昭
和

時
代
の
生
活

用
品
の
展
示
を
す
る
と
共
に
、「
地

域
住
民
の
作
品
展
」
と
し
て
地
域
の

子
ど
も
達
の
絵
、
住
民
の
書
画
等
を

展
示
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
好
評
を
博

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
札
所
で
は
観
音
堂

正
面
に
供
養
の
た
め
角
塔
婆
が
立
て

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は
本
尊
様
の
観

音
名
や
期
日
等
が
書
か
れ
、
ご
本
尊

と
参
拝
者
を
結
ぶ
五
色
の
「
縁
の

綱
」（
善
の
綱
）
が
張
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
ご
本

尊
に
触
れ
た
こ
と
と
さ
れ
、
ご
利
益

に
与
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
縁

を
継
ぎ
、
よ
り
多
く
の
ご
利
益
に
与

か
ろ
う
と
、
こ
の
「
縁
の
綱
」
を
伝

っ
て
多
く
の
方
々
が
参
拝
し
、
寺
や

地
域
の
人
達
の
接
待
を
う
け
て
次
の

札
所
へ
と
巡
拝
を
致
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

(３３)



(３４)

　
こ
の
た
び
、
平
成　

年
よ
り
裁
判
上
で

17

争
っ
て
き
ま
し
た
「
一
般
廃
棄
物
処
理
委

託
契
約
」
に
関
す
る
コ
ン
ポ
ス
ト
の
引
き

取
り
事
案
に
つ
い
て
、
当
事
者
間
に
お
い

て
和
解
が
成
立
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内

容
等
に
つ
い
て
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

興
裁
判
の
経
緯
興

　　

【
本
裁
判
で
の
争
い
】

　　

こ
の
訴
訟
は
、
平
成
３
年　

月　

日
に
小
山

１１

２７

広
域
保
健
衛
生
組
合
（
以
下
、「
組
合
」
と
い

う
。）と
㈱
県
南
衛
生
工
業（
以
下
、「
県
南
」
と

い
う
。）と
の
間
で
締
結
し
た「
一
般
廃
棄
物
処

理
委
託
契
約
書
」
に
端
を
発
し
た
も
の
で
契
約

書
第　

条
の
「
搬
入
さ
れ
た
数
量
と
ほ
ぼ
同
じ

１５

数
量
を
無
償
で
県
南
の
処
理
場
に
て
引
渡
し
、

組
合
の
所
有
物
と
な
る
」
と
の
規
定
が
、
コ
ン

ポ
ス
ト
（
焼
却
灰
を
使
用
し
て
作
っ
た
肥
料
）

の
引
き
取
り
を
義
務
と
す
る
も
の
か
、
権
利
と

す
る
も
の
か
を
争
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

県
南
に
委
託
す
る
以
前
の
焼
却
灰
の
処
分

は
、
昭
和　

年
か
ら
福
井
県
敦
賀
市
の
キ
ン
キ

63

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
最
終
処
分
を
委
託
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
２
年
に
同
市
の

住
民
の
反
対
運
動
か
ら
、
搬
入
が
困
難
と
な
り
、

処
分
先
も
見
つ
け
ら
れ
る
状
況
で
は
な
か
っ

た
た
め
、
そ
の
後
の
最
終
処
分
場
の
確
保
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
、
県
南
が
、
焼
却
灰
を
原
料
と
し
た

堆
肥
化
を
す
る
こ
と
で
、
安
価
に
処
理
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
の
提
案
を
し
て
き
ま
し
た
。

     

　

組
合
と
し
て
は
、
焼
却
業
務
を
停
止
さ
せ
る

こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
使
命
感
に
よ
り
、
先

の
契
約
書
を
締
結
し
、
平
成
４
年
４
月
１
日
か

ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の　

年
間
の
処

１９

３１

１５

理
処
分
を
委
託
し
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
基
準
値
内
の
焼
却

灰
を
搬
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成　

年
８
月

１５

　

日
独
立
行
政
法
人
肥
飼
料
検
査
所
仙
台
事

１５務
所
の
県
南
へ
の
立
ち
入
り
検
査
に
よ
り
、
コ

ン
ポ
ス
ト
が
肥
料
と
し
て
の
成
果
物
で
な
い

と
判
断
さ
れ
、
ま
た
、
同
年　

月　

日
に
県
南

１２

２４

に
宮
城
県
仙
南
保
健
所
か
ら
廃
棄
物
の
適
切

な
保
管
を
求
め
た
改
善
命
令
が
出
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
平
成　

年
２
月　

日
に
県
南
は
、
当

１６

２０

組
合
に
対
し
て
コ
ン
ポ
ス
ト
の
搬
出
を
求
め

る
公
害
等
調
停
事
件
の
申
立
て
を
し
、
そ
の
後
、

仙
台
地
裁
に
コ
ン
ポ
ス
ト
約
６
万
５
千
逢
の

搬
出
と
損
害
賠
償
金
約　

億
７
千
万
円
等
の

３１

支
払
い
を
求
め
る
訴
訟
を
仙
台
地
裁
に
提
起

し
ま
し
た
。

　

組
合
は
、「
契
約
書
第　

条
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト

１５

の
引
き
取
り
の
権
利
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、

義
務
を
定
め
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
及
び
本

件
コ
ン
ポ
ス
ト
は
有
価
物
に
な
っ
て
い
な
い

た
め
、
引
き
取
り
義
務
は
な
い
」
こ
と
等
を
主

張
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
平
成　

年
２
月　

日

２１

２４

の
仙
台
地
裁
、
平
成　

年
７
月　

日
の
仙
台
高

２３

２９

裁
と
も
に
組
合
の
引
き
取
り
と
損
害
賠
償
の

支
払
い
を
命
じ
る
判
決
と
な
り
、
こ
の
判
決
を

不
服
と
し
て
上
告
し
た
最
高
裁
に
お
い
て
も

棄
却
さ
れ
ま
し
た
。

　

【
執
行
裁
判
で
の
争
い
】

　

県
南
は
、
高
裁
判
決
に
仮
執
行
権
が
付
与
さ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
８
月
９
日
及

２３

び
８
月　

日
に
仙
台
地
裁
に
代
替
執
行
の
申

１８

立
て
等
を
行
い
ま
し
た
。
仙
台
地
裁
で
は
、
平

成　

年
９
月　

日
か
ら
平
成　

年
３
月
８
日

２３

２７

２５

ま
で
、　

回
の
審
尋
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１４

　

組
合
で
は
、
県
南
の
主
張
す
る
代
替
執
行
に

対
し
、
弁
護
団
会
議
、
対
策
本
部
会
議
及
び
役

員
会
を
開
催
し
、
ま
た
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
の
意
見
も
考
慮
し
、
こ
れ
ま
で
焼
却
灰
の
処

理
を
適
正
に
実
施
し
な
か
っ
た
県
南
に
、
当
該

コ
ン
ポ
ス
ト
の
処
理
処
分
を
行
わ
せ
る
こ
と

は
、
適
正
に
処
理
処
分
で
き
な
い
と
の
考
え
か

ら
、
組
合
の
任
意
履
行
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成　

年
３
月
２
日
の
第
６
回
審
尋
ま
で

24

の
裁
判
官
は
、
組
合
の
主
張
を
認
め
、
処
理
処

分
は
組
合
の
責
任
で
行
う
も
の
で
あ
り
、
県
南

に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
搬
出
ま
で
で
あ
る
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成　

年
４
月
の
担
当
裁
判

24

官
交
代
後
の
第
7
回
以
降
の
審
尋
に
お
い
て

は
、
県
南
の
搬
出
に
は
処
理
処
分
ま
で
を
含
め

る
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
県
南

は
自
社
に
よ
る
代
替
執
行
を
強
硬
に
要
求
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
一
連
の
訴
訟
に
お
い
て
、
お
互
い

の
主
張
に
対
す
る
和
解
案
も
提
示
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
当
該
コ
ン
ポ
ス
ト
が
一
般
廃
棄

物
と
産
業
廃
棄
物
の
混
合
物
の
一
般
廃
棄
物

と
す
る
監
督
官
庁
の
見
解
に
よ
り
、
県
南
が
処

理
処
分
を
し
た
場
合
、
県
南
の
処
分
方
法
に
よ

っ
て
は
、
最
終
処
分
後
に
お
い
て
も
組
合
に
一

般
廃
棄
物
の
排
出
者
責
任
を
問
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
県
南
の
処
理
処
分
費

用
は
組
合
の
見
積
り
処
理
費
用
よ
り
、　

億
円

20

以
上
高
額
な　

億
６
０
３
２
万
円
で
あ
り
、
さ

67

ら
に
、
今
後
の
県
南
の
処
分
方
法
に
よ
っ
て
は
、

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
の
訴
訟
に
つ
い
て

和
解
が
成
立
し
ま
し
た　
 

 ㈱県南衛生工業と廃棄物処理委託契約を締結　Ｈ ３．１１．２７

 廃棄物搬出開始　Ｈ ４． ４． １
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 廃棄物搬出を停止　　　　８．２１
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(３５)

天
井
知
ら
ず
の
金
額
を
要
求
さ
れ
る
危
険
性

が
あ
る
た
め
、
組
合
と
し
て
は
和
解
案
に
合
意

し
な
か
っ
た
も
の
で
す
。　

　

平
成　

年
３
月
８
日
の
第　

回
審
尋
を
も

25

14

っ
て
合
意
は
困
難
と
判
断
さ
れ
、
同
年
３
月　
２９

日
に
、
仙
台
地
裁
は
県
南
が
処
理
処
分
を
含
む

搬
出
が
で
き
、
そ
の
前
払
費
用
と
し
て
、
組
合

に　

億
円
の
支
払
い
を
命
じ
る
決
定
を
し
ま

４７
し
た
。

　

組
合
は
、
当
該
コ
ン
ポ
ス
ト
に
対
す
る
宮
城

県
の
見
解
か
ら
、
組
合
に
排
出
者
責
任
が
残
ら

な
い
よ
う
に
自
ら
処
理
処
分
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
し
て
、
同
年
４
月
５
日
仙
台
高
裁
に
執

行
抗
告
の
申
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

　

仙
台
高
裁
で
は
４
回
の
審
尋
が
行
わ
れ
、
そ

の
間
、
組
合
の
任
意
履
行
を
求
め
る
法
的
手
段

と
し
て
「
引
き
渡
し
を
求
め
る
仮
処
分
」
と

「
請
求
異
議
訴
訟
」
を
仙
台
地
裁
に
申
立
て
ま

し
た
が
、
お
互
い
の
合
意
が
図
れ
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
平
成　

年　

月　

日
仙
台
高
裁
は
、

２５

１１

１５

執
行
抗
告
棄
却
の
決
定
を
し
ま
し
た
。

　

組
合
は
、
仙
台
高
裁
の
決
定
を
不
服
と
し
最

高
裁
へ
の
許
可
抗
告
申
立
て
を
行
い
ま
し
た

が
、
同
年　

月　

日
に
不
許
可
の
決
定
が
な
さ

１２

２７

れ
、
ま
た
仙
台
地
裁
に
申
立
て
て
い
た
「
引
き

渡
し
を
求
め
る
仮
処
分
」
と
「
請
求
異
議
訴
訟
」

も
棄
却
と
な
り
ま
し
た
。

　

興
和
解
の
経
緯
興

　　

【
和
解
に
つ
い
て
】

　　

組
合
は
、
県
南
か
ら
の
支
払
請
求
に
よ
り
、

平
成　

年　

月　

日　

億
９
３
９
０
円
の
支

２５

１２

１７

４７

払
い
を
行
い
、
県
南
は
こ
の
費
用
で
搬
出
処
分

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
県
南
は
処

理
費
用
と
し
て
、　

億
２
４
６
５
万
円
を
要
す

６４

る
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
作
業
終
了
後
に
費

用
の
精
算
の
争
い
が
想
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
南
に
お
い
て
処
理
処
分
を
含
む
搬
出
作

業
が
行
わ
れ
た
場
合
、
組
合
に
は
適
正
に
処
理

処
分
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
を
確
認
す

る
手
立
て
が
な
く
、
当
該
コ
ン
ポ
ス
ト
が
一
般

廃
棄
物
と
産
業
廃
棄
物
の
混
合
廃
棄
物
の
一

般
廃
棄
物
と
さ
れ
る
中
で
は
、
県
南
の
処
理
方

法
に
よ
っ
て
は
、
最
終
処
分
後
に
お
い
て
も
組

合
に
排
出
者
責
任
を
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

っ
た
こ
と
、
ま
た
、
県
南
の
処
理
に
よ
っ
て
は

天
井
知
ら
ず
の
金
額
を
要
求
さ
れ
る
危
険
性

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
長
引
く
訴
訟
問
題

に
は
「
早
期
に
終
結
す
べ
き
だ
」
と
の
意
見
が

数
多
く
あ
り
、
精
算
時
の
新
た
な
訴
訟
を
避
け

る
た
め
に
和
解
す
る
こ
と
を
模
索
し
て
き
ま

し
た
。

　

組
合
は
、
最
終
処
分
後
に
お
い
て
も
組
合
に

排
出
者
責
任
が
残
ら
な
い
こ
と
、
最
も
恐
れ
て

い
る
天
井
知
ら
ず
と
な
ら
ず
、
県
南
の
主
張
す

る
処
理
費
用
よ
り
低
額
と
す
る
こ
と
を
和
解

条
件
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
排
出
者
責
任
に
関
し
て
組

合
は
、
宮
城
県
と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
平
成

　

年
３
月
６
日
、
宮
城
県
に
お
い
て
、
本
件
コ

２６ン
ポ
ス
ト
を
総
体
産
業
廃
棄
物
と
す
る
と
の

見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

組
合
の
排
出
者
責
任
が
免
れ
る
と
こ
ろ
と
な

り
、
組
合
及
び
構
成
市
町
の
財
政
負
担
を
抑
制

す
る
た
め
、
可
能
な
限
り
処
理
費
用
を
低
額
に

す
る
こ
と
に
全
力
を
傾
注
し
、
改
め
て
、
県
南

と
の
和
解
交
渉
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

交
渉
を
重
ね
た
結
果
「
組
合
に
一
切
の
法
的

責
任
が
な
く
」、
最
も
恐
れ
て
い
た
天
井
知
ら

ず
の
処
理
費
用
に
つ
い
て
も
、
県
南
の
主
張
す

る
処
理
費
用　

億
２
４
６
５
万
円
よ
り
低
額
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と
な
る　

億
円
と
す
る
な
ど
の
内
容
で
合
意

５４

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
同
年
４
月　

日
組
合
議
会

３０

臨
時
会
を
招
集
し
、
議
決
が
得
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
和
解
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が　

二
度
と
起
こ

ら
な
い
よ
う
、
組
合
で
は
組
織
及
び
規
則
を
見

直
し
、
契
約
を
担
当
す
る
係
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
契
約
に
あ
た
っ
て
は
学
識
者
の
意
見
を

取
り
入
れ
た
事
業
者
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
一
連
の
訴
訟
に
つ
い
て
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

検
証
を
行
い
ま
す
。

　

【
コ
ン
ポ
ス
ト
訴
訟
の
和
解
内
容
】

①　

総
額
を　

億
円
と
し
、
追
加
の
費
用
（　

５４

５４

　

億
円
か
ら
支
払
い
済
み
の　

億
円
を
差
し

４７

　

引
い
た
７
億
円
）
の
支
払
は
分
割
で
、
平
成

　
　

年
８
月
末
に
２
億
円
、
平
成　

年
８
月
末

２６

２７

　

に
２
億
円
、
平
成　

年
８
月
末
に
３
億
円
と

２８

　

す
る
。

②　

県
南
は
法
律
を
遵
守
し
た
コ
ン
ポ
ス
ト
の

　

全
量
処
理
処
分
を
行
い
、
組
合
に
処
理
処
分

　

に
関
す
る
一
切
の
法
的
責
任
が
な
い
こ
と

　

を
県
南
が
保
証
す
る
。

③　

組
合
は
請
求
異
議
控
訴
を
取
り
下
げ
る
。

④　

組
合
は
搬
出
義
務
の
有
無
、
代
替
執
行
権

　

限
の
有
無
、
執
行
費
用
の
多
寡
を
争
わ
ず
、

　

い
か
な
る
請
求
申
立
を
行
な
わ
な
い
。

⑤　

組
合
は
裁
判
が
長
期
化
し
た
こ
と
に
関
し

　

て
遺
憾
の
意
を
表
明
す
る
。

⑥　

他
に
一
切
の
債
権
債
務
が
な
い
こ
と
を
相

　

互
に
確
認
す
る
。

　
■
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合　

　
　
　
　
　
　

緯
０
２
８
５
（　

）
２
８
０
９
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小山広域保健衛生組合からのお知らせ

【組合の和解条件】

１．排出者責任が小山広域保健衛生組合に残らないこと。

一般廃棄物

樫
総体産業廃棄物とした！ (H２６. ３. ６)

2．和解金額（処理費用）が適正であること。

天井知らずとならないこと。（確定させること）

【(株)県南衛生工業の主張する処理費用】

【前払金】

・６７億６,０３２万円　（H２５.  １.  ３１）

５４億円とした！

・６４億２,４６５万円　（H２５.  １２.  １３）

・４７億円支払い　（H２５.  １２.  １７）

樫



　

明
治
時
代
に
ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
た
名
著
「
武
士
道
」
は
、
日
本
を
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
欧
米
で
の
評
価
が
高
ま
り
、
世
界
的
な
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
っ
た
後
に
、
日
本
語
訳
が
発
行
さ
れ
た
と
い
う
逆
輸
入
の
経
緯
を
持
つ
。

　

今
回
手
に
し
た
致
知
出
版
社
版
「
武
士
道
」
は
、
現
代
語
に
置
き
換
え
ら
れ
、
中
高

生
で
も
十
分
に
読
め
る
レ
ベ
ル
の
大
変
読
み
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
、

若
い
訳
者
の
力
量
が
十
分
発
揮
さ
れ
た
名
訳
と
い
っ
て
よ
い
。

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
等
に
よ
っ
て
、
海
外
と
の
交
流
は
よ
り
身
近
な
も

の
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
化
の
進
展
で
、
武
士
道
、
お
も
て
な
し
等
、
改
め

て
日
本
の
精
神
文
化
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
本
書
は
、「
日
本
人
の
心

情
と
行
動
」
の
根
底
に
あ
る
も
の
を
解
明
し
、
私
た
ち
の「
心
の
羅
針
盤
」の
役
割
を
果

た
し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。「
武
士
道
」
は
、
私
の
座
右
の
書
。
お
薦
め
の
一
冊
で
す
。

平
成　

年
８
月
１
日
発
行　

広
報
の
ぎ
（
５
1
5
号
）
鞄
発
行　

野
木
町　

蒲
編
集　

野
木
町
広
報
委
員
会　
●
野
木
町
役
場
政
策
課
秘
書
広
報
係　

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５　

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１　

撒
０
２
８
０（　

）４
１
３
４

２6

５７

広 報 の ぎ

お兄ちゃんは電車と弟が大好きです。それ

ぞれ出来る事が増え、わんぱくに育ってい

ます。弟も電車好きになるかな？

　問総合政策部政策課撒（ ５ ７ ）４ １ ３ ４

 原田 　 陽夏太 ちゃん（左）
はらだ ひなた

　　　　（３歳０ヶ月）
　　　 洸輝 ちゃん（右）

こうき

（０歳９ヶ月）

　       
野
本　

新
一

       
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

                                
き
ら
り
館
館
長
）

「
武
士
道
」

                
新
渡
戸
稲
造
著　

致
知
出
版
社

 
現
代
日
本
語
訳　

夏
川
賀
央

野木町観光大使　赤羽みちえ先生連載第④号

　町では９月２ ６日から、１ ２ ５ CC 以下の原動機付

自転車のナンバーに、マスコットキャラクター

「のぎのん」をプリントした「ご当地ナンバー」

を導入し、ご希望の方に交付します。
※詳しくは広報のぎ９月号でお知らせいたします。

問総合政策部税務課　撒（ ５ ７ ）４ １ ２ ３

原付バイクに
ご当地ナンバーが登場

原付２種

（ ９ ０ ㏄以下）

原付１種

（ ５ ０ cc 以下）

原付２種

（１ ２ ５ ㏄ 以下）

(３６)




